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受
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す
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。
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第 

四
条　

公
平
委
員
会
の
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
関
す
る
乙
の
条
例
、
規
則
そ
の
他
の
規
程
を
制
定
し
、
改
正
し
、

又
は
廃
止
し
た
と
き
は
、
乙
は
、
直
ち
に
甲
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２ 　

こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
平
委
員
会
の
事
務
の
委
託
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
甲
と
乙
と
が
協
議
し

て
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
約
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
七
号

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
廃
棄
物
が
地
下
に
あ
る
土
地
で
あ
っ
て
土
地
の
掘
削
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

よ
り
当
該
廃
棄
物
に
起
因
す
る
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
区

域
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

指　
　

定　
　

区　
　

域

埋　

立　

地　

の　

種　

類

石
巻
市
北
村
字
鹿
の
沢
一
十
一
番
三
の
一

部
、
二
十
三
番
二
の
一
部
、
二
十
三
番
三
の

一
部

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十

六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
十
三
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
埋
立

地

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号

　

病
院
の
開
設
等
に
関
す
る
指
導
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

病
院
の
開
設
等
に
関
す
る
指
導
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

病
院
の
開
設
等
に
関
す
る
指
導
要
綱
（
平
成
五
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
一
条
中
「
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
の
開
設
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く

は
病
床
の
種
別
の
変
更
（
感
染
症
病
床
の
病
床
数
の
み
が
増
加
す
る
場
合
を
除
く
。）、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
診
療

所
の
病
床
の
設
置
、
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
（
以
下
「
病
院
の
開
設
等
」
と
い
う
。）
又
は
同

項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
（
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
一
条

の
十
四
第
七
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
限
る
。）に
該
当
す
る
こ
と（
以
下「
特
例
適
用
」と
い
う
。）

の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
開
設
者
等
」
と
い
う
。）」
を
「
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
の
開
設
等
を
し

よ
う
と
す
る
者
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
中
「
こ
の
要
綱
で
特
に
定
め
る
も
の
を
除
く
」
を
「
次
項
に
定
め
る
も
の
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

２　

次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

一 　

病
床　

法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
精
神
病
床
、
感
染
症
病
床
、
結
核
病
床
、
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
を

い
う
。

　

二 　

病
院
の
開
設
等　

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
病
院
の
開
設
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
病
院
の
病
床

数
の
増
加
又
は
病
床
の
種
別
の
変
更
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
所
の
病
床
の
設
置
、
病
床
数
の
増
加

又
は
病
床
の
種
別
の
変
更
を
い
う
。

　

三 　

特
例
適
用　

診
療
所
に
一
般
病
床
を
設
け
、
又
は
病
床
数
を
増
加
さ
せ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
医
療
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。）
第
一
条
の
十
四
第
七
項
第
一
号
か
ら
第
四

号
ま
で
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
を
い
う
。

　

四 　

開
設
者
等　

第
二
号
に
規
定
す
る
病
院
の
開
設
等
又
は
前
号
に
規
定
す
る
特
例
適
用
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る

者
を
い
う
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「
次
条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
、「
次
に
掲
げ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
を
「
当

該
所
在
地
が
仙
台
市
内
で
あ
る
場
合
を
除
く
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３ 　

第
一
項
の
協
議
（
以
下
「
事
前
協
議
」
と
い
う
。）
の
申
出
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
期
間
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
随
時
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　

一 　

病
床
数
の
増
加
を
伴
う
こ
と
な
く
病
床
の
種
別
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

　

二 　

同
一
の
二
次
医
療
圏
内
に
二
以
上
の
病
院
等
を
開
設
す
る
者
が
、
当
該
二
以
上
の
病
院
等
を
統
合
し
、
又
は
同

時
に
当
該
病
院
等
の
う
ち
一
以
上
の
病
院
等
の
病
床
数
を
増
加
さ
せ
、
か
つ
、
一
以
上
の
病
院
等
の
病
床
数
を
減

少
さ
せ
る
場
合
（
以
下
「
再
編
統
合
」
と
い
う
。）
で
あ
っ
て
、
当
該
再
編
統
合
に
係
る
病
院
等
に
つ
い
て
、
再

編
統
合
後
の
病
床
数
の
合
計
が
再
編
統
合
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
等
の
種
別
ご
と
の
病
床
数
を
合
計
し
た
数
を
超

え
な
い
と
き
。

　

三 　

同
一
の
二
次
医
療
圏
内
に
お
い
て
、
同
一
の
者
が
同
時
に
一
の
病
院
等
の
病
床
数
を
減
少
さ
せ
、
か
つ
、
一
以

上
の
病
院
等
を
開
設
す
る
場
合
（
以
下
「
分
割
」
と
い
う
。）
で
あ
っ
て
、
当
該
分
割
に
係
る
病
院
等
に
つ
い
て
、

分
割
後
の
病
床
数
の
合
計
が
分
割
前
の
病
院
等
の
種
別
ご
と
の
病
床
数
を
超
え
な
い
と
き
。

　

四 　

病
院
等
を
開
設
し
、
又
は
病
院
等
の
病
床
数
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
病
床
の
種
別
ご
と
に
医
療
計
画
で
定
め

る
圏
域
に
お
い
て
、
省
令
第
三
十
条
の
三
十
二
各
号
の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
事
情
が
あ
る
と
き
。

　

五 　

病
院
の
開
設
等
に
係
る
病
床
が
省
令
第
三
十
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
各
号
（
第
十
四
号
を
除
く
。）
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
。
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第
八
条
を
第
九
条
と
す
る
。

　

第
七
条
第
二
項
中
「
又
は
そ
の
報
告
の
内
容
に
当
該
許
可
申
請
若
し
く
は
当
該
届
出
を
行
わ
な
い
正
当
な
理
由
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
当
該
事
前
協
議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
す
る
」
を
「
は
、
当
該
事
前
協
議
は
行
わ
れ

な
か
っ
た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
許
可
申
請
又
は
当
該
届
出
を
行
わ
な
い
正
当
な
理
由
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を

除
く
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

　

第
六
条
を
第
七
条
と
す
る
。

　

第
五
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
協
議
（
以
下
「
事
前
協
議
」
と
い
う
。）」
を
「
事
前
協
議
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
第
四

条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
適
用
除
外
）

第
五
条　

次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
前
協
議
は
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　

一 　

病
院
の
開
設
者
を
変
更
す
る
と
き
（
当
該
病
院
の
所
在
地
の
変
更
及
び
病
床
の
種
別
ご
と
の
数
の
増
加
を
伴
わ

な
い
と
き
に
限
る
。）。

　

二 　

同
一
の
二
次
医
療
圏
内
に
お
い
て
病
院
が
移
転
す
る
と
き
（
当
該
病
院
の
開
設
者
の
変
更
及
び
病
床
数
の
増
加

を
伴
わ
な
い
と
き
に
限
る
。）。

　

三 　

診
療
所
の
開
設
者
を
変
更
す
る
と
き
（
当
該
診
療
所
の
所
在
地
の
変
更
及
び
病
床
の
種
別
ご
と
の
数
の
増
加
を

伴
わ
な
い
と
き
に
限
る
。）。

　

四 　

同
一
の
二
次
医
療
圏
内
に
お
い
て
診
療
所
が
移
転
す
る
と
き
（
当
該
診
療
所
の
開
設
者
の
変
更
及
び
病
床
の
種

別
ご
と
の
数
の
増
加
を
伴
わ
な
い
と
き
に
限
る
。）。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
九
号

　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
児
通

所
支
援
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
児
通
所

支
援
の
種
類　
　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
五
二
七
〇
〇
七
三
五

め
る
く
ま
ー
る
粕
川
み

ら
い

大
郷
町
中
村
字
屋
鋪
八

－

十
九

放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス

一
般
社
団
法
人

め
る
く
ま
ー
る

平
成
二
十
九
年

四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
〇
二
一
〇
三
一
四

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ｙ
石
巻
駅

前
事
業
所

石
巻
市
清
水
町
一
丁
目

一
番
二
号
ニ
ュ
ー
シ
テ

ィ
ビ
ル
ニ
イ
ヌ
マ
一
Ｆ

就
労
移
行
支
援

エ
ス
ア
ン
ド
ウ

ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社

平
成
二
十
九
年

四
月
一
日

〇
四
一
〇
七
〇
〇
四
五
四

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ふ
る
さ
と

名
取
市
本
郷
字
町
田
四

十
六
番
地

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

有
限
会
社
こ
す

ご
う

平
成
二
十
九
年

四
月
一
日

〇
四
一
一
二
〇
〇
五
五
三

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
つ

な
ぐ
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
錦

一
三
十
番
地
の
一

就
労
移
行
支
援

一
般
社
団
法
人

つ
ぐ
か
ふ
え

平
成
二
十
九
年

四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
一
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
一
二
〇
〇
三
七
一

ラ
ボ
ラ
ー
レ
登
米

登
米
市
迫
町
新
田
字
対

馬
五
一
番
七

就
労
移
行
支
援

社
会
福
祉
法
人

ふ
れ
あ
い
の
里

平
成
二
十
九
年

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
農
業
大

学
校
の
農
産
物
等
の
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
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宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

名
取
市
田
高
字
原
三
百
八
十
九
番
地

　
　

株
式
会
社
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
名
取
西
店

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
三
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
農
業
大

学
校
の
農
産
物
等
の
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
二
十
九
年
三
月
十
七
日
次
の
と
お
り
委
託
し

た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

大
崎
市
古
川
狐
塚
字
西
田
三
十
番
地

　
　

株
式
会
社
古
川
青
果
地
方
卸
売
市
場

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
四
号

　

昭
和
四
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
三
十
七
号
（
奨
励
品
種
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

九
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
三
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

品　

種　

名

　
　
　
　

母　

両
親　
　
　
　

　
　
　
　

父　

奨
励
品
種

採
用
年
次

開
花
期

（
月
日
）

成
熟
期

（
月
日
）

生
態
型

蔓
化の難

易

毛
茸
の

茎
長

（
㎝
）

分
枝
数

（
本
）

莢　

数

（
個
）

子

実

の

品　

質

適　

地

概　
　
　
　
　
　
　

評

多
少

色

色

臍
色

形
状

す
ず
ほ
の
か

刈
交
七
七
八
F5

コ
ス
ズ

平
二
〇

八
・
八

一
〇
・
一
二

中
間
型

難

中

白

六
〇

四
・
二

一
六
〇 

黄
白

黄

球

中
の
上

山
間
高
冷

地
を
除
く

県
下
一
円

早
生
、
極
小
粒
、
耐
倒
伏
性
強
、

ダ
イ
ズ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
抵

抗
性
強
、
紫
斑
病
抵
抗
性
強

タ
ン
レ
イ

農
林
二
号

東
山
六
号

昭
五
三

七
・
二
六

一
〇
・
一
三

中
間
型

難

多

白

八
二

四
・
四

六
五 

黄

黄

楕
円

中
の
下

山
間
高
冷

地
を
除
く

県
下
一
円

中
生
、
中
粒
、
耐
倒
伏
性
強
、

ダ
イ
ズ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
抵

抗
性
中
、
紫
斑
病
抵
抗
性
や
や

弱

あ
や
こ
が
ね

ホ
ウ
レ
イ

エ
ン
レ
イ

平
一
一

七
・
二
七

一
〇
・
一
九

中
間
型

難

中

白

八
八

四
・
三

六
二 

黄

黄

球

中
の
上

山
間
高
冷

地
を
除
く

県
下
一
円

中
生
、
中
の
大
粒
、
耐
倒
伏
性

中
、
ダ
イ
ズ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル

ス
抵
抗
性
強
、
紫
斑
病
抵
抗
性

中

タ
チ
ナ
ガ
ハ

東
山
六
一
号

東
山
Ｇ
六
二
七

平
八

七
・
二
八

一
〇
・
二
一

中
間
型

難

中

白

八
七

四
・
七

六
一 

黄

黄

楕
円

中
の
上

山
間
高
冷

地
を
除
く

県
下
一
円

中
生
の
晩
、
大
の
小
粒
、
耐
倒

伏
性
中
、
ダ
イ
ズ
モ
ザ
イ
ク
ウ

イ
ル
ス
抵
抗
性
中
、
紫
斑
病
抵

抗
性
強

ミ
ヤ
ギ
シ
ロ
メ

岩
沼
在
来
種
の
系

統
分
離

昭
三
六

八
・
二

一
〇
・
三
〇

中
間
型

中

多

白

一
〇
八

五
・
二

五
五 

黄
白

黄

や
や

楕
円

上
の
下

県
下
平
坦

地
帯

晩
生
、
極
大
粒
、
耐
倒
伏
性
中
、

ダ
イ
ズ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
抵

抗
性
中
、
紫
斑
病
抵
抗
性
強

き
ぬ
さ
や
か

刈
系
五
〇
八
号

刈
交
〇
四
五
九
F1

平
一
八

七
・
二
五

一
〇
・
一
六

中
間
型

難

中

白

七
六

四
・
九

七
二 

黄
白

黄

球

上
の
下

山
間
高
冷

地
を
除
く

県
下
一
円

中
生
の
晩
、
中
の
小
粒
、
耐
倒

伏
性
中
、
ダ
イ
ズ
モ
ザ
イ
ク
ウ

イ
ル
ス
抵
抗
性
強
、
紫
斑
病
抵

抗
性
や
や
強
、
リ
ポ
キ
シ
ゲ

ナ
ー
ゼ
・
グ
ル
ー
プ
Ａ
ア
セ
チ

ル
サ
ポ
ニ
ン
欠
失

⎛―――⎝

⎞―――⎠



（5）　平成29年３月31日　金曜日 第2846号宮　　城　　県　　公　　報

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の
涵か

ん

養

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　

⑵　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　
　

⑶ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑷　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
大
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

柴
田
郡
川
崎
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の
涵か

ん

養

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
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㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

柴
田
郡
川
崎
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

柴
田
郡
川
崎
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　

⑵　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　
　

⑶ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑷　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

柴
田
郡
川
崎
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
川
崎
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
七
号

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
建
設
業
の
許
可
を
取

り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

許
可
を
取
り
消
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

二　

被
処
分
者
の
商
号
又
は
名
称
等

商
号
又
は
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

建
設
業
許
可
番
号

（
宮
城
県
知
事
許
可
）

株
式
会
社
田
尻
総
業

末
永　

恵
美

大
崎
市
田
尻
通
木
字
新
一
所
谷
三
十
六

般－

二
十
四

第
一
万
九
千
四
百
七
号

三　

処
分
の
内
容

　

１　

処
分

　
　
　

一
般
建
設
業
許
可
の
取
消
し

　

２　

取
消
範
囲

　
　
　

建
設
業
の
営
業
の
全
部

四　

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

　

 　

被
処
分
者
の
営
業
所
の
所
在
地
を
確
知
で
き
ず
、
平
成
二
十
九
年
二
月
十
四
日
付
け
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
五
号

で
告
示
し
た
が
、
同
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
被
処
分
者
か
ら
申
出
が
な
か
っ
た
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

岩
出
山
宮
崎
線

三　

道
路
の
区
域　変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）
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加
美
郡
加
美
町
下
多
田
川
字
滝
野
六
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
下
多
田
川
字
向
坂
一
番
一
地
先
ま
で

前

　

五
・
四
〜

 

一
六
・
一

 

三
八
・
八

後

　

六
・
二
〜

 

五
七
・
四

 

三
八
・
八

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気

仙
沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

三
九
八
号

三　

道
路
の
区
域　変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
五
日
町
三
四
番

地
先
か
ら

同
郡
同
町
志
津
川
字
御
前
下
五
九
番
一
地
先

ま
で

　

Ａ
　

九
・
〇
〜

 

四
一
・
〇

二
、
五
六
一
・
九
　

上
記
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
及
び
Ｄ

は
、
関
係
図
面

に
表
示
す
る
敷

地
の
区
分
を
い

う
。

前
Ｂ

一
一
・
〇
〜

 

一
八
・
二

 
七
六
〇
・
〇

　

Ｃ

一
〇
・
五
〜

 

四
三
・
四

一
、
四
一
七
・
〇

　

Ａ
　

九
・
〇
〜

 

四
一
・
〇

二
、
五
六
一
・
九

後
Ｂ

一
一
・
〇
〜

 

一
八
・
二

 

七
六
〇
・
〇

　

Ｃ

一
〇
・
五
〜

 

四
三
・
四

一
、
四
一
七
・
〇

　

Ｄ

一
二
・
〇
〜

 

二
四
・
〇

 

二
三
〇
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

岩
出
山
宮
崎

線

加
美
郡
加
美
町
下
多
田
川
字
滝
野
六
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
下
多
田
川
字
向
坂
一
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年

 

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
長
か
ら
都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
認
可
さ
れ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
二
・
二
号
門
脇
流
留
線

　
　
　

三
・
四
・
十
号
新
橋
双
葉
線

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

宮
城
県　

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　

 　

宮
城
県
石
巻
市
大
街
道
東
二
丁
目
、
双
葉
町
、
南
光
町
一
丁
目
、
南
光
町
二
丁
目
、
門
脇
町
五
丁
目
、
南
浜
町

四
丁
目
及
び
雲
雀
野
町
一
丁
目
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
二
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
長
か
ら
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
認
可
さ
れ
た
。
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平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
四
・
七
号
大
街
道
石
巻
港
線

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

宮
城
県　

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
長
か
ら
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
認
可
さ
れ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
二
・
二
号
門
脇
流
留
線

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

宮
城
県　

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

石
巻
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
四
・
十
三
号
石
巻
工
業
港
運
河
線

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

「
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を

　
　

「
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

石
巻
市
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二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
四
・
四
十
号
釜
大
街
道
線

　
　
　

三
・
三
・
十
一
号
石
巻
工
業
港
曽
波
神
線

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

「
平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を

　
　

「
平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

石
巻
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
四
・
八
号
御
所
入
湊
線

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

「
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を

　
　

「
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　

 　

平
成
二
十
六
年
告
示
第
二
千
六
百
三
号
の
事
業
地
の
う
ち
大
字
湊
町
三
丁
目
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す

る
。

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

塩
竈
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

港
町
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

三　

事
業
施
行
期
間

   　

変
更
な
し

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称                              　

　
　

気
仙
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称
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１　

種
類

　
　
　

気
仙
沼
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

赤
岩
港
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
五
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　

 　

都
市
計
画
事
業
の
認
可
（
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
号
）
の
事
業
地
の
松
崎
北
沢

の
一
部
を
変
更
し
、
赤
岩
宮
口
下
、
並
び
に
赤
岩
五
駄
鱈
を
削
る
。

　

２　

使
用
の
部
分

　
　

 　

都
市
計
画
事
業
の
認
可
（
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
号
）
の
事
業
地
の
赤
岩
港
の

一
部
を
変
更
し
、
赤
岩
五
駄
鱈
、
並
び
に
松
崎
北
沢
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称                              　

　
　

山
元
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

山
元
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

新
坂
元
駅
周
辺
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

山
元
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

山
元
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

新
山
下
駅
周
辺
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号

　

平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
二
号
（
工
事
請
負
契
約
書
及
び
変
更
契
約
書
の
様
式
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

様
式
第
一
号
の
第
三
十
五
条
第
七
項
中
「年

2.8パ
ー
セ
ン
ト

」
を
「年

2.7パ
ー
セ
ン
ト

」
に
改
め
、
同
様
式
の
第

三
十
七
条
中
「平

成
29年
３
月
31日

」
を
「平

成
30年
３
月
31日

」
に
改
め
、
同
様
式
の
第
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第

三
項
、
第
五
十
条
第
三
項
並
び
に
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「年

2.8パ
ー
セ
ン
ト

」
を
「年

2.7パ
ー
セ
ン
ト

」

に
改
め
る
。

公　
　
　

告
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〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

角
田
市
角
田
字
牛
舘
百
五
十
九
番
四
、
百
六
十
四
番
、

百
七
十
四
番
一
、
百
七
十
八
番
一
、
百
八
十
番
一
、
百
八

十
一
番

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

角
田
市
角
田
字
牛
舘
百
八
十
一
番
地

 

石
川
建
設
株
式
会
社　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
二
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区
域

（
工
区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
伊
里
前
七
十
五
番
の
一
部
、

七
十
六
番
の
一
部
、
七
十
七
番
一
の
一
部
、
七
十
七
番
二
、

七
十
八
番
の
一
部
、
七
十
九
番
二
の
一
部
、
八
十
番
一
の

一
部
、
八
十
一
番
二
の
一
部
、
八
十
一
番
三
の
一
部
、
八

十
二
番
の
一
部
、
八
十
三
番
一
の
一
部
、
八
十
三
番
二
、

八
十
三
番
三
の
一
部
、
八
十
四
番
の
一
部
、
八
十
五
番
の

一
部
、
九
十
六
番
一
の
一
部
、
百
番
の
一
部
、
百
番
一
の

一
部
、
九
十
六
番
一
地
先
の
水
、
百
番
一
地
先
の
水
の
一

部
、
七
十
六
番
地
先
の
堤
の
一
部
（
三
工
区
）

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

 

南
三
陸
町　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
を
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

調
達
案
件
及
び
数
量　

宮
城
県
電
子
入
札
等
総
合
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務　

一
式

　

２　

調
達
案
件
の
仕
様
等　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

　

３　

履
行
期
間　

契
約
締
結
の
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で

　

４　

履
行
場
所　

宮
城
県
内
ほ
か

二　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

　

１ 　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

　

２ 　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
又
は
入
札
書
提
出
時
ま
で

に
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

　

３ 　

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
附
則
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
廃
止
前
の
和
議
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
和
議
開
始
の

申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　

４ 　

平
成
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
民
事
再
生
法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始

の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
者
に
係
る
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
の
再
生
計
画
認
可

の
決
定
が
確
定
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
を
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を

な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

５ 　

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続

開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
（
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
更
生
事
件
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
に
基
づ
く

更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
に
係
る
更
生
計
画
認
可
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
更

生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

６ 　

宮
城
県
か
ら
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
制
限
の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
中
の
者
で
な
い
こ

と
。

　

７ 　

宮
城
県
入
札
契
約
暴
力
団
等
排
除
要
綱
（
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
施
行
）
別
表
各
号
に
規
定
す
る
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

 　

な
お
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
使
用
人
が
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
業
務
と
し
て
行
っ
た
行

為
は
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
行
為
と
み
な
す
。

　
　

㈠ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
役
員
等
（
法
人
の
場
合
は
、
非
常
勤
を
含
む
役
員
及
び
支
配
人
並
び
に
支

店
又
は
営
業
所
の
代
表
者
、
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
、
法
人
の
役
員
等
と
同
様
の
責
任
を
有
す
る
代
表
者
及

び
理
事
等
、
個
人
の
場
合
は
、
そ
の
者
並
び
に
支
配
人
及
び
営
業
所
の
代
表
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
暴

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
暴
対
法
」
と
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い
う
。）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）
で
あ
る
場
合
、
又
は
暴
力

団
員
が
経
営
に
事
実
上
参
加
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈡ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
自
社
、
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図

り
、
又
は
第
三
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
対
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
（
以
下
「
暴

力
団
」
と
い
う
。）、
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
、
暴
力
団
員
に
協
力
し
、
若
し
く
は
関
与
す
る
等
こ
れ
と
関
わ
り

を
持
つ
者
と
し
て
、
警
察
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
者
若
し
く
は
警
察
が
確
認
し
た
者
（
以
下
「
暴
力
団
関
係
者
」

と
い
う
。）
の
威
力
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈢ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
、
暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
関
係
者
（
以

下
「
暴
力
団
等
」
と
い
う
。）
又
は
暴
力
団
等
が
経
営
若
し
く
は
運
営
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等
に
対
し
て
、
資
金
等
を
提
供
し
、
又
は
便
宜
を
供
与
す
る
な
ど
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈣ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈤ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
と
取

引
し
た
り
、
又
は
不
当
に
利
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　

８　

開
札
時
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

　
　

㈠　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
７
０
０
１
の
認
証
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

　
　

㈡　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

　
　

㈢　

電
子
入
札
コ
ア
シ
ス
テ
ム
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
正
会
員
又
は
賛
助
会
員
で
あ
る
こ
と
。

　

９　

次
の
い
ず
れ
か
の
実
績
を
有
す
る
こ
と
。

　
　

㈠ 　

過
去
五
年
以
内
に
国
又
は
地
方
公
共
団
体
と
入
札
シ
ス
テ
ム
開
発
業
務
に
係
る
委
託
金
額
一
千
万
円
以
上
の

委
託
契
約
を
締
結
し
、
履
行
し
た
者
。

　
　

㈡ 　

過
去
五
年
以
内
に
国
又
は
地
方
公
共
団
体
と
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務
に
係
る
委
託
金
額
一
千
万
円
以
上

の
委
託
契
約
を
締
結
し
、
一
年
以
上
履
行
し
た
者
。

　

10　

企
業
連
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

　
　

㈠ 　

す
べ
て
の
構
成
員
が
１
に
該
当
し
、
か
つ
２
か
ら
７
ま
で
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
構
成
員

の
い
ず
れ
か
が
８
及
び
９
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

　
　

㈡　

構
成
員
が
、
他
の
企
業
連
合
の
構
成
員
と
し
て
、
又
は
単
独
に
よ
り
本
入
札
に
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

11 　

入
札
参
加
資
格
申
請
場
所
及
び
提
出
期
限　

物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
で
入
札
を
希

望
す
る
者
は
、
当
県
所
定
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

宮
城
県
出
納
局
契
約
課
管
理
班
（
〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

電

話
〇
二
二－

二
一
一－

三
三
三
五
）
へ
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
日
（
木
）
午
後
五
時
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
。

三　

入
札
書
等
の
提
出
場
所
等

　

１　

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
の
利
用

　
　

㈠ 　

本
調
達
案
件
は
、
電
子
入
札
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。）
の
送
受
信
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け
る
相
手
方
決
定
の
手
続

き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
紙
入
札
（
書
面
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け

る
相
手
方
決
定
の
手
続
き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
併
用
し
て
入
札
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　

㈡ 　

本
調
達
案
件
に
参
加
す
る
者
の
う
ち
、
紙
入
札
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

あ
ら
か
じ
め
紙
入
札
参
加
承
認
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２ 　

書
面
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
及
び
契
約
条
件
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
並
び

に
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

宮
城
県
出
納
局
契
約
課
工
事
契
約
班
（
担
当　

松
岡　

晃
一　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
三
三
六
）

　

３ 　

郵
送
に
よ
る
入
札
説
明
書
の
交
付
期
限　

郵
送
に
よ
り
書
面
で
の
入
札
説
明
書
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日
（
火
）
ま
で
２
あ
て
申
し
出
る
こ
と
。

　

４　

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
　

㈠ 　

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
参
加
資
格
審
査
を
受
け
る
場
合　

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
二
十
九
年
四
月
十
七
日
（
月
）
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
二

十
五
日
（
火
）
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
提
出
し
、
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

㈡ 　

書
面
に
よ
り
参
加
資
格
審
査
を
受
け
る
場
合　

書
面
に
よ
り
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
説
明

書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日
（
火
）
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
提

出
し
、
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

㈢ 　

開
札
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
㈠
又
は
㈡
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
書
類
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合

は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

５　

入
札
書
の
提
出
期
限

　
　

㈠　

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
入
札
す
る
場
合

　
　
　

 　

入
札
期
間　

平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
（
月
）
午
前
九
時
か
ら
平
成
二
十
九
年
五
月
十
日
（
水
）
午
後
五
時

ま
で

　
　

㈡　

書
面
に
よ
り
入
札
書
を
提
出
す
る
場
合
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イ　

日
時　

平
成
二
十
九
年
五
月
十
日
（
水
）
午
後
五
時

　
　
　

ロ　

場
所　

２
に
同
じ

　
　
　

ハ 　

郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
配
達
証
明
付
書
留
郵
便
に
よ
り
イ
の
日
時
ま
で
に
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
入
札
書
を
持
参
す
る
場
合
は
、
６
の
開
札
の
日
時
ま
で
開
札
場
所
へ
提
出
で
き
る
も
の
と
す

る
。

　
　
　

ニ　

提
出
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
入
札
書
は
、
い
か
な
る
事
由
が
あ
っ
て
も
受
理
し
な
い
。

　

６　

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
十
一
日
（
木
）
午
前
十
時　

宮
城
県
行
政
庁
舎
二
階
第
二
入
札
室

四　

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者　

二
に
定
め
る
資
格
を
有
し
な
い
者

五　

そ
の
他

　

１　

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
に
限
る
。

　

２ 　

入
札
保
証
金　

財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
第
九
十
七
条
及
び
第
九
十
八
条
並
び
に
入

札
保
証
金
の
免
除
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
四
十
六
号
）
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
。

　

３　

契
約
保
証
金　

財
務
規
則
第
百
十
三
条
及
び
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
。

　

４ 　

入
札
の
無
効　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札

に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

　

５ 　

入
札
金
額
の
記
載
方
法　

契
約
金
額
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り

捨
て
た
金
額
。
以
下
同
じ
。）
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ

る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
か
ら
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す

る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

　

６ 　

落
札
者
の
決
定
方
法　

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札

者
と
す
る
。

　

７　

契
約
書
作
成
の
要
否　

要

　

８　

入
札
執
行
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

　

９　

申
請
書
等
の
作
成
に
関
す
る
経
費　

申
請
書
等
を
提
出
す
る
入
札
参
加
希
望
者
の
負
担
と
す
る
。

　

10　

詳
細
は
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

六　

概
要

　

Sum
m
ary

　

1
 　

N
ature and Q

uantity of the Item
s to be Procured : Provision of General System

 Service for 

M
iyagi Prefecture Electronic Bidding, etc. (O

ne Set)

　

2

　

Im
plem

entation Period : From
 contract settlem

ent to June 30, 2023

　

3

 　

Place of Im
plem

entation : W
ithin M

iyagi Prefecture, etc.

　

4

 　

D
eadline for Bid Subm

ission : M
ay 10, 2017 (W

ed.), 5:00 p.m
.

　

5

 　

Contact Person : K
oichi M

atsuoka Procurem
ent Section, Governm

ent Contract D
ivision, 

T
reasury D

epartm
ent, M

iyagi Prefectural Governm
ent, 3-8-1 H

oncho, A
oba-ku, Sendai, M

iyagi 

980-8570 Japan. T
el.: 022-211-3333

　

6

 　

Language and Currency U
sed in Contract Procedures : Japanese and Japanese yen only.

企　

業　

局

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

犬　
　

飼　
　
　
　
　

章　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

水
道
用
ポ
リ
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
単
価
契
約
）

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

企
業
局
公
営
事
業
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

カ
メ
イ
株
式
会
社　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目
一
番
十

八
号

五　

落
札
金
額　

一
万
九
千
円
（
一
ト
ン
当
た
り
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
九
年
二
月
三
日

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
7
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
252条

の
37第
１
項
の
規
定
に
よ
る
平
成
26年

度
の
包
括
外
部
監
査
の

結
果
に
つ
い
て
，
同
法
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
，
宮
城
県
知
事
か
ら
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ

た
の
で
，
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
29年
３
月
31日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
齋
　
　
藤
　
　
正
　
　
美
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
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宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

第
１
　
監
査
結
果
の
報
告

　
　
 　
平
成
26年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
県
下
水
道
事
業
に
係
る
財
務
事
務
の
執
行
及
び
管
理
の
状
況
に
つ
い

て
）
に
つ
い
て
は
，
平
成
27年
３
月
25日
に
包
括
外
部
監
査
人
か
ら
報
告
が
あ
り
，
同
年
４
月
21日
付
け
で
公
表

し
た
。

第
２
　
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
の
あ
っ
た
日
（
第
２
回
目
）

　
　
　
平
成
29年
３
月
13日

第
３
　
措
置
の
内
容

Ⅰ
　
個
別
検
出
事
項

番号
項
　
　
目

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
26年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）
　
　
　
　

措
置
の
内
容

１
１
　
投
資
計
画

　
⑶
 　
事
業
可
能
性

評
価
の
検
討
不

足
【
指
摘
】

　
余
剰
ガ
ス
の
経
済
的
評
価
を
考
慮
す

る
と
，
県
が
事
業
可
能
性
評
価
を
十
分

に
検
討
し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
Ｐ
26）

　
余
剰
ガ
ス
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
，

平
成
27年
度
中
に
検
討
し
，
事
業
手
法

及
び
事
業
効
果
な
ど
を
整
理
し
，
庁
内

調
整
及
び
議
会
報
告
（
５
／
23建
設
企

業
委
員
会
）
を
経
て
，
事
業
実
施
（
６

／
１
公
募
開
始
）
と
な
っ
た
。

Ⅱ
　
持
続
可
能
性
の
確
保
と
県
民
へ
の
説
明
責
任

番号
項
　
　
目

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
26年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）
　
　
　
　

措
置
の
内
容

１
２
 　
県
が
取
り
組
む

べ
き
課
題

　
⑴
 　
事
業
評
価
の

厳
正
な
運
用

　
①
 　
人
口
減
少
下

の
施
設
整
備
水

準
の
あ
り
方

【
意
見
】

　
今
後
の
集
合
処
理
の
新
増
設
が
新
た

な
未
稼
働
等
施
設
の
増
加
要
因
に
な
ら

な
い
か
懸
念
さ
れ
る
。

（
Ｐ
108）

　
汚
水
処
理
適
正
化
構
想
を
策
定
し
，

市
町
村
毎
に
将
来
人
口
を
踏
ま
え
た
適

正
な
整
備
範
囲
を
見
直
し
，
持
続
的
か

つ
効
率
的
な
下
水
道
事
業
運
営
と
す
る

た
め
，
施
設
の
適
正
な
規
模
を
検
討
す

る
と
と
も
に
改
築
・
更
新
を
見
据
え
た

施
設
間
の
統
合
を
検
討
し
た
。

２
２
 　
県
が
取
り
組
む

べ
き
課
題

　
⑴
 　
事
業
評
価
の

厳
正
な
運
用

　
経
営
の
計
画
性
・
透
明
性
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
事
業
主
体
が
多
い
背
景

に
，
効
率
性
を
欠
い
た
施
設
整
備
に
伴

う
経
営
面
の
様
々
な
矛
盾
が
露
呈
す
る

　
汚
水
処
理
適
正
化
構
想
を
策
定
し
，

市
町
村
毎
に
将
来
人
口
を
踏
ま
え
た
適

正
な
整
備
範
囲
を
見
直
し
，
持
続
的
か

つ
効
率
的
な
下
水
道
事
業
運
営
と
す
る

　
　
②
 　
施
設
規
模

の
適
正
水
準

【
意
見
】

こ
と
を
回
避
す
る
意
図
が
な
い
か
懸
念

さ
れ
る
。

（
Ｐ
108）

た
め
，
施
設
の
適
正
な
規
模
を
検
討
す

る
と
と
も
に
改
築
・
更
新
を
見
据
え
た

施
設
間
の
統
合
を
検
討
し
た
。

３
２
 　
県
が
取
り
組
む

べ
き
課
題

　
⑴
 　
事
業
評
価
の

厳
正
な
運
用

　
　
③
 　
水
質
保
全

効
果

【
意
見
】

　
汚
水
処
理
施
設
整
備
に
伴
う
水
質
保

全
効
果
の
達
成
す
べ
き
目
標
が
不
明
確

で
あ
る
。

（
Ｐ
108）

　
汚
水
処
理
適
正
化
構
想
を
策
定
し
，

市
町
村
毎
に
将
来
人
口
を
踏
ま
え
た
適

正
な
整
備
範
囲
を
見
直
し
，
持
続
的
か

つ
効
率
的
な
下
水
道
事
業
運
営
と
す
る

た
め
，
施
設
の
適
正
な
規
模
を
検
討
す

る
と
と
も
に
改
築
・
更
新
を
見
据
え
た

施
設
間
の
統
合
を
検
討
し
た
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
8
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
252条

の
37第
１
項
の
規
定
に
よ
る
平
成
27年

度
の
包
括
外
部
監
査
の

結
果
に
つ
い
て
，
同
法
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
，
宮
城
県
知
事
か
ら
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ

た
の
で
，
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
29年
３
月
31日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
齋
　
　
藤
　
　
正
　
　
美
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

第
１
　
監
査
結
果
の
報
告

　
　
 　
平
成
27年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
試
験
研
究
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
事
業
の
管
理
に

つ
い
て
）
に
つ
い
て
は
，
平
成
28年
３
月
28日
に
包
括
外
部
監
査
人
か
ら
報
告
が
あ
り
，
同
年
４
月
22日
付
け
で

公
表
し
た
。

第
２
　
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
　
平
成
29年
３
月
13日

第
３
　
措
置
の
内
容

Ⅰ
　
個
別
検
出
事
項

番号
項
　
　
目

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
27年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）
　
　
　

措
置
の
内
容

１
Ａ
．
新
産
業
振
興
課

　
１
 ．
外
部
評
価
委
　
長
期
間
に
わ
た
り
産
業
技
術
総
合
セ

ン
タ
ー
以
外
の
試
験
研
究
機
関
の
研
究
　
平
成
28年
度
か
ら
試
験
研
究
機
関
の

運
営
状
況
等
を
審
議
す
る
「
機
関
評
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  員
会
の
活
性
化

【
意
見
】

課
題
が
評
価
委
員
会
の
審
議
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
は
適
当
で

は
な
い
。
評
価
委
員
会
の
審
議
対
象
と

な
る
研
究
課
題
を
増
や
し
，
設
置
趣
旨

を
果
た
す
べ
く
評
価
委
員
会
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
11）

価
」
に
つ
い
て
，
部
会
審
議
の
他
，
評

価
委
員
会
に
お
い
て
も
委
員
の
意
見
を

聴
く
機
会
を
設
け
る
等
，
委
員
会
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
，
平
成
28年
度
よ
り
評
価
委
員

会
の
審
議
対
象
と
な
っ
て
い
る
，
分
野

を
超
え
た
研
究
課
題
で
あ
る
「
業
際
研

究
」
の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
行
い
，

審
議
対
象
課
題
の
増
加
を
図
る
。

２
Ａ
．
新
産
業
振
興
課

　
２
 ．
評
価
部
会
に

お
け
る
評
価
委

員
定
足
率
の
向

上
【
意
見
】

　
評
価
条
例
の
定
員
数
は
上
限
の
み
が

定
め
ら
れ
て
い
る
が
，
最
低
で
も
上
限

定
員
数
の
過
半
数
を
超
え
る
委
員
実
数

と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
，
多

数
の
知
見
を
活
用
す
る
と
い
う
条
例
の

趣
旨
に
照
ら
せ
ば
，
定
数
は
下
限
も
定

め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
11）

　
現
在
委
嘱
し
て
い
る
委
員
の
任
期
に

つ
い
て
は
，
平
成
30年
３
月
末
と
な
っ

て
い
る
た
め
，
次
期
委
員
の
選
任
時
期

に
お
い
て
定
数
の
過
半
数
を
超
え
て
い

な
い
部
会
（
農
業
，
林
業
，
水
産
業
）

に
お
い
て
は
，
過
半
数
を
満
た
す
委
員

数
と
す
る
よ
う
に
調
整
す
る
。

３
Ａ
．
新
産
業
振
興
課

　
３
 ．
評
価
委
員
会

お
よ
び
評
価
部

会
の
評
価
結
果

の
公
表

【
意
見
】

　
個
人
情
報
や
機
密
情
報
等
を
除
い
た

評
価
結
果
は
評
価
指
針
に
準
拠
し
て
可

能
な
限
り
積
極
的
に
公
開
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
ま
た
，
県
職
員
の
方
々
に

は
，
従
来
の
や
り
方
を
無
意
識
に
踏
襲

す
る
の
で
は
な
く
，
積
極
的
な
情
報
開

示
が
で
き
て
い
る
か
，
改
善
で
き
る
点

は
な
い
か
，
そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
常
に

意
識
し
て
頂
き
た
い
。

（
Ｐ
12）

　
開
示
す
る
こ
と
に
問
題
の
あ
る
個
人

情
報
や
特
許
に
係
る
機
密
事
項
を
除
い

て
，
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
，
開
示
す

る
こ
と
に
す
る
。

４
Ａ
．
新
産
業
振
興
課

　
６
 ．
実
施
補
償
金

の
計
算
体
制
の

見
直
し

【
指
摘
】

　
実
施
補
償
金
の
計
算
体
制
に
お
い

て
，
管
理
台
帳
へ
の
入
力
を
怠
っ
た
場

合
や
調
定
額
を
誤
入
力
し
た
場
合
に

は
，
実
施
補
償
金
の
支
払
漏
れ
や
誤
っ

た
金
額
で
支
払
う
リ
ス
ク
が
あ
る
が
，

こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
防
止
・
発
見
す

る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
。
　
管
理
台
帳
の
作
成
が
完
了
す
る
１
月

に
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
収
入
デ
ー
タ

と
突
合
し
て
管
理
台
帳
の
収
入
金
額
の

　
実
施
補
償
金
の
計
算
に
係
る
実
施
状

況
と
会
計
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
の
確
認
に

つ
い
て
，
複
数
職
員
に
よ
る
確
認
を
行

う
。

正
確
性
と
網
羅
性
を
検
証
す
べ
き
で
あ

る
。
（
Ｐ
14）

５
Ａ
．
新
産
業
振
興
課

　
７
 ．
特
許
等
の
収

支
情
報
に
関
す

る
伝
達
体
制
の

見
直
し

【
意
見
】

　
特
許
等
の
収
支
情
報
は
，
特
許
等
を

更
新
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の

重
要
な
指
標
の
１
つ
で
あ
り
，
特
許
等

の
更
新
時
に
は
試
験
研
究
機
関
か
ら
の

照
会
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
，
新
産
業

振
興
課
か
ら
試
験
研
究
機
関
に
収
支
情

報
を
伝
達
す
る
よ
う
な
体
制
と
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
14）

　
年
度
当
初
に
県
有
特
許
権
等
の
収
支

情
報
を
，
各
試
験
研
究
機
関
に
通
知

し
，権
利
の
更
新
の
判
断
指
標
と
す
る
。

６
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
１
 ．
環
境
情
報
セ

ン
タ
ー
の
利
用

促
進
施
策

【
意
見
】

　
総
じ
て
情
報
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況

は
低
迷
し
て
い
る
。
設
置
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
，
情
報
セ
ン
タ
ー
が
最
大

限
有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
，
よ
り
積

極
的
な
利
用
促
進
施
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
24）

　
広
報
活
動
と
し
て
，
県
内
市
町
村
・

児
童
館
・
環
境
関
連
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に

対
し
て
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
送
付
し
た
（
211か

所
，
915

部
）。
ま
た
，
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
開
催
さ
れ
る
研
修
会
等
に
お
い

て
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い

て
案
内
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
積
極

的
な
広
報
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
努
め
て

い
く
。

７
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
２
 ．
衛
生
試
験
の

廃
止
の
検
討

【
意
見
】

　
①
57項
目
の
試
験
中
今
後
依
頼
が
見

込
ま
れ
る
の
は
１
項
目
の
み
で
，
そ
の

試
験
も
民
間
で
実
施
し
て
い
る
の
で
当

研
究
機
関
が
当
該
試
験
を
廃
止
し
て
も

影
響
は
限
定
的
で
あ
る
こ
と
，
②
数
年

毎
に
手
数
料
改
定
の
検
討
の
業
務
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
，
③
設
備
等
を
整
備

し
て
い
な
い
試
験
の
依
頼
を
受
け
る
と

設
備
等
を
購
入
し
て
試
験
を
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
生
じ
て
い
る

こ
と
，
に
鑑
み
て
，
条
例
の
廃
止
ま
た

は
大
幅
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

（
Ｐ
25）

　
当
該
事
項
に
つ
い
て
は
，
県
と
し
て

も
従
前
か
ら
課
題
と
と
ら
え
て
お
り
，

平
成
26年
か
ら
条
例
に
係
る
課
題
整
理

や
全
検
査
項
目
に
係
る
方
針
の
検
討
を

行
っ
て
き
た
。
こ
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
，平
成
28年
４
月
１
日
，現
行
の「
衛

生
試
験
手
数
料
条
例
」
を
廃
止
し
，「
水

質
検
査
手
数
料
条
例
」
を
新
た
に
公
布

施
行
す
る
改
正
を
行
っ
た
。
改
正
の
内

容
は
，
従
前
の
試
験
項
目
中
，
今
後
も

依
頼
が
見
込
ま
れ
受
託
す
る
方
針
で
あ

る
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
及
び
ジ
ア

ル
ジ
ア
検
査
を
除
き
，
全
部
の
試
験
項

目
を
廃
止
し
た
。

８
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン
　
事
業
を
計
画
的
・
組
織
的
に
実
施
し
　
平
成
28年

度
事
業
計
画
書
を
策
定
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  タ
ー

　
３
 ．
基
本
計
画
と

年
度
計
画
の
策

定
と
公
表

【
意
見
】

て
い
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
，
基

本
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
，
年
度

毎
に
実
施
予
定
の
事
業
（
行
政
検
査
，

調
査
研
究
，
論
文
発
表
等
）
を
体
系
的

に
取
り
ま
と
め
た
年
度
計
画
を
策
定
し

て
当
研
究
機
関
内
で
承
認
手
続
を
行
っ

た
上
で
，
積
極
的
な
情
報
開
示
と
い
う

観
点
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

広
く
県
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
（
Ｐ
27）

し
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
。

９
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
４
 ．
外
部
評
価
の

実
施

【
指
摘
】

　
大
震
災
後
は
内
部
評
価
を
実
施
し
て

い
る
も
の
の
，
外
部
評
価
は
未
実
施
と

な
っ
て
い
る
。
県
民
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
，
試
験
研
究
を
効
率
的
・
効

果
的
に
進
め
る
た
め
に
，
外
部
評
価
は

極
め
て
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
，
例

え
ば
一
部
を
簡
便
的
に
実
施
す
る
，
評

価
対
象
業
務
を
絞
り
込
む
な
ど
，
負
担

を
軽
減
す
る
工
夫
を
図
る
こ
と
等
に
よ

り
，
実
施
し
た
業
務
の
外
部
評
価
は
実

施
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
27）

　
平
成
26年
度
に
お
い
て
震
災
の
影
響

に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
外
部

評
価
は
，
翌
年
の
27年
度
に
お
い
て
２

回
，
28年
度
は
２
回
実
施
し
て
い
る
。

10
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
６
 ．
書
面
に
よ
る

再
委
託
の
承
認

【
指
摘
】

　
再
委
託
等
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
委

託
の
項
目
を
整
理
す
る
，
ま
た
は
，
業

務
の
性
質
上
分
類
が
困
難
で
，
か
つ
，

再
委
託
等
が
必
要
な
場
合
は
，
委
託
業

者
に
対
し
書
面
に
よ
り
承
諾
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

（
Ｐ
28）

　
平
成
28年
度
以
降
，
委
託
項
目
を
整

理
し
発
注
を
行
っ
た
う
え
で
，
な
お
再

委
託
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
は
，
書
面
に
よ
る
承
諾
を
行
っ
て

い
る
。

11
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
７
 ．
自
動
販
売
機

設
置
業
者
の
公

募
選
定
の
実
施

【
指
摘
】

　
無
償
で
自
動
販
売
機
を
設
置
さ
せ
て

い
る
現
状
は
，
同
団
体
に
対
す
る
実
質

的
な
隠
れ
補
助
金
と
言
わ
ざ
る
を
得

ず
、
妥
当
で
は
な
い
。

　
自
動
販
売
機
設
置
に
当
た
っ
て
は
，

原
則
ど
お
り
，
公
募
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
（
Ｐ
28）

　
平
成
28年
度
の
設
置
に
向
け
て
公
募

を
実
施
し
，
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
平

成
28年
３
月
15日
に
設
置
業
者
を
決
定

し
た
。

12
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
８
 ．
環
境
情
報
セ

ン
タ
ー
に
お
け

る
図
書
等
の
貸

出
　
　
⑴
 　
規
程
の
早

期
制
定

【
指
摘
】

　
当
研
究
機
関
で
は
環
境
情
報
セ
ン

タ
ー
管
理
規
程
の
案
を
作
成
し
て
，
こ

の
案
に
従
っ
た
運
営
を
し
て
い
る
が
，

こ
の
案
は
未
だ
当
研
究
機
関
内
の
所
定

の
承
認
手
続
を
経
て
い
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　
速
や
か
に
管
理
規
程
の
承
認
手
続
を

行
い
，
管
理
規
程
を
正
式
に
制
定
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
29）

　
「
宮
城
県
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
利
用

規
程
」
を
制
定
し
，
平
成
28年
９
月
１

日
に
施
行
し
た
。

13
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
８
 ．
環
境
情
報
セ

ン
タ
ー
に
お
け

る
図
書
等
の
貸

出
　
⑵
 　
貸
出
期
間
の

順
守

【
指
摘
】

　
貸
出
期
間
中
は
他
の
利
用
者
に
貸
し

出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
，
規

定
ど
お
り
の
貸
出
期
間
を
順
守
さ
せ
る

と
と
も
に
，
返
却
遅
延
と
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
返
却
を
督
促
す
べ

き
で
あ
る
。

（
Ｐ
29）

　
平
成
27年
度
に
返
却
遅
延
と
な
っ
て

い
た
事
案
は
，
年
度
内
に
返
却
さ
れ
て

い
る
。
以
後
，
貸
出
期
間
は
遵
守
さ
れ

て
い
る
。

14
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
８
 ．
環
境
情
報
セ

ン
タ
ー
に
お
け

る
図
書
等
の
貸

出
　
　
⑶
 　
貸
出
対
象

物
品
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
漏
れ

【
指
摘
】

　
セ
ン
タ
ー
内
で
の
利
用
や
一
部
貸
出

も
可
能
な
環
境
学
習
用
資
機
材
の
一
覧

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

が
，
掲
載
漏
れ
と
な
っ
て
い
る
た
め
，

利
用
希
望
者
が
い
た
と
し
て
も
，
利
用

可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ら
ず
，
利
用

さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　
速
や
か
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
覧
に

追
加
掲
載
し
て
利
用
を
促
進
す
る
必
要

が
あ
る
。

（
Ｐ
30）

　
平
成
28年

度
か
ら
貸
出
対
象
物
品

（
貸
出
可
能
な
も
の
）を
整
理
し
，ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
た
。

15
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
８
 ．
環
境
情
報
セ

ン
タ
ー
に
お
け

る
図
書
等
の
貸

出

　
管
理
運
営
内
規
に
は
実
地
た
な
卸
の

規
定
は
な
く
，
管
理
規
程
案
で
は
年
２

回
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
県
有
財
産
の
現
品
管
理
の
観
点
か

ら
，
定
期
的
に
実
地
た
な
卸
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
平
成
28年
４
月
に
策
定
し
施
行
し
た

管
理
規
程
に
基
づ
き
，
実
地
た
な
卸
を

毎
年
２
月
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

平
成
28年
度
は
年
２
回
実
施
し
た
。
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⑷
 　
実
地
た
な

卸
の
実
施

【
指
摘
】

（
Ｐ
30）

16
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

険
物
の
管
理

　
（
全
体
的
事
項
）

　
　
⑴
 　
毒
物
・
劇

物
の
管
理
簿

の
様
式
制
定

【
指
摘
】

　
毒
物
・
劇
物
に
つ
い
て
も
管
理
簿
の

様
式
を
定
め
，
必
要
な
情
報
が
漏
れ
な

く
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
30）

　
平
成
28年
度
か
ら
（
劇
物
・
特
定
化

学
物
質
・
危
険
物
）
受
払
簿
及
び
（
毒

物
・
向
精
神
薬
）
管
理
簿
兼
使
用
記
録

簿
を
様
式
化
し
，
受
払
時
の
記
載
を
実

施
し
て
い
る
。

17
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

険
物
の
管
理

　
（
全
体
的
事
項
）

　
　
⑵
 　
実
地
た
な

卸
に
関
す
る

規
程
の
制
定

【
指
摘
】

　
実
地
た
な
卸
の
実
施
頻
度
，
実
施
責

任
者
，
実
施
方
法
，
実
施
結
果
の
報
告

な
ど
に
関
す
る
規
程
を
定
め
，
適
時
・

適
切
に
実
地
た
な
卸
が
実
施
さ
れ
る
体

制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
31）

　
平
成
28年
４
月
か
ら
安
全
確
保
・
危

害
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
薬
品
の
保

管
，
管
理
手
順
書
を
策
定
し
，
基
準
に

基
づ
く
管
理
を
実
施
し
て
い
る
。
規
定

し
た
主
な
項
目
は
次
の
と
お
り
。

１
　
薬
品
管
理
責
任
者
の
配
置

２
 　
薬
品
の
在
庫
管
理
の
方
法
，
頻

度
，
結
果
の
確
認

３
 　
受
払
簿
（
劇
物
等
）
及
び
管
理
簿

兼
使
用
記
録
簿
（
毒
物
等
）
の
様
式

化

18
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

険
物
の
管
理

　
（
水
環
境
部
）

　
　
⑴
 　
実
地
た
な

卸
の
実
施

【
指
摘
】

　
実
地
た
な
卸
を
実
施
し
な
れ
ば
盗

難
・
紛
失
や
受
払
記
録
誤
り
等
を
発
見

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
実
地
た
な

卸
は
極
め
て
重
要
な
作
業
で
あ
り
，
必

ず
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
31）

　
平
成
28年
４
月
か
ら
，
た
な
卸
の
実

施
頻
度
を
毎
月
行
う
こ
と
と
し
た
。

（
従
前
は
年
１
回
の
実
施
）

　
薬
品
管
理
担
当
者
が
数
量
を
確
認

し
，
品
質
管
理
者
（
部
長
）
が
内
容
を

確
認
す
る
こ
と
を
徹
底
し
た
。

19
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

険
物
の
管
理

　
（
水
環
境
部
）

　
　
⑵
 　
管
理
簿
の

　
管
理
簿
は
正
確
に
記
載
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
使
用
時
の
現
品
確
認
が
ど
の
程
度
実

施
さ
れ
て
い
た
か
疑
問
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

（
Ｐ
31）

　
平
成
28年
４
月
か
ら
毒
物
に
つ
い
て

は
使
用
の
都
度
，
劇
物
に
つ
い
て
は
開

封
の
都
度
管
理
簿
に
記
載
す
る
よ
う
徹

底
し
た
。

　
薬
品
管
理
担
当
者
が
随
時
，
管
理
簿

の
記
載
内
容
（
受
入
量
と
払
出
量
）
を

　
　
　
  記
載
誤
り

【
指
摘
】

確
認
す
る
こ
と
に
し
た
。

20
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

険
物
の
管
理

　
（
水
環
境
部
）

　
　
⑶
 　
特
定
毒
物

の
管
理
簿
に

関
す
る
様
式

の
順
守

【
指
摘
】

　
様
式
は
必
要
と
な
る
情
報
を
漏
れ
な

く
記
載
す
る
た
め
に
規
程
に
お
い
て
定

め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
規
程
を
順
守

し
所
定
の
様
式
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
31）

　
平
成
28年
４
月
か
ら
特
定
毒
物
の
管

理
簿
に
つ
い
て
所
内
規
程
で
定
め
る
様

式
に
切
り
替
え
て
い
る
。

21
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

険
物
の
管
理

　
（
水
環
境
部
）

　
　
⑷
 　
劇
物
の
あ

る
べ
き
残
数

の
把
握

【
指
摘
】

　
現
状
で
は
あ
る
べ
き
残
数
が
把
握
で

き
て
お
ら
ず
，
盗
難
等
が
あ
っ
て
も
判

然
と
し
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
管

理
簿
は
試
薬
毎
に
作
成
す
る
こ
と
等
に

よ
り
，
残
数
を
明
確
に
把
握
で
き
る
体

制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
32）

　
平
成
28年
４
月
か
ら
期
間
中
の
購
入

数
，
使
用
数
に
つ
い
て
管
理
簿
に
正
確

に
記
載
し
，
毎
月
の
実
地
た
な
卸
に
よ

り
劇
物
の
正
確
な
残
量
把
握
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　
使
用
後
の
空
き
瓶
は
，
実
地
た
な
卸

時
に
確
認
し
た
後
に
廃
棄
す
る
こ
と
と

し
，
使
用
中
の
盗
難
や
持
ち
出
し
な
ど

が
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

22
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

険
物
の
管
理

　
（
水
環
境
部
）

　
　
⑸
 　
使
用
見
込

み
の
な
い
毒

劇
物
の
早
期

廃
棄

【
意
見
】

　
毒
劇
物
は
保
管
し
て
い
る
こ
と
自
体

が
盗
難
・
紛
失
等
に
よ
る
不
正
使
用
リ

ス
ク
を
抱
え
る
も
の
で
あ
り
，
使
用
予

定
の
な
い
も
の
は
早
期
の
廃
棄
を
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
33）

　
平
成
28年
４
月
か
ら
使
用
見
込
み
の

な
い
毒
劇
物
に
つ
い
て
は
廃
液
と
し
て

危
険
物
倉
庫
内
に
施
錠
の
う
え
管
理

し
，
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
廃
棄
す
る
こ

と
と
し
た
。
平
成
28年
度
は
８
月
に
産

業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
分
を
委
託
し

た
。

23
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

険
物
の
管
理

　
（
大
気
環
境
部
）

　
　
⑴
 　
不
必
要
な

　
県
の
予
算
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
，

在
庫
が
十
分
に
あ
り
購
入
す
る
必
要
の

な
い
も
の
を
追
加
購
入
す
る
こ
と
は
予

算
消
化
目
的
と
の
誹
り
を
受
け
か
ね

ず
，
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
33）

　
平
成
28年
４
月
か
ら
毒
劇
物
の
購
入

の
際
は
，
必
ず
在
庫
量
を
確
認
し
不
必

要
な
購
入
を
行
わ
な
い
よ
う
に
注
意
喚

起
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
，
平
成
28年
９

月
以
降
，
薬
品
等
の
購
入
伺
い
に
は
薬

品
等
の
受
払
簿
の
写
し
を
添
付
し
，
複
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  毒
劇
物
の
購

入
【
指
摘
】

数
の
職
員
が
確
認
す
る
体
制
と
し
た
。

24
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

険
物
の
管
理

　
（
大
気
環
境
部
）

　
　
⑵
 　
毒
物
の
あ

る
べ
き
残
数

の
把
握

【
指
摘
】

　
実
際
の
使
用
日
，
使
用
者
，
使
用
量
，

あ
る
べ
き
残
数
が
把
握
で
き
て
お
ら

ず
，
紛
失
・
盗
難
等
が
あ
っ
て
も
判
然

と
し
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
使
用
の
都
度
，
管
理
簿
に
記
録
し
，

使
用
日
，
使
用
者
，
使
用
量
，
あ
る
べ

き
残
数
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
33）

　
平
成
27年
12月
か
ら
，
毒
物
を
使
用

し
た
都
度
，
毒
物
管
理
簿
兼
使
用
記
録

簿
に
使
用
年
月
日
，
使
用
目
的
，
使
用

量
，
残
量
及
び
使
用
者
名
を
記
載
す
る

こ
と
と
し
た
。

25
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

険
物
の
管
理

　
（
生
活
化
学
部
）

　
　
⑴
 　
実
地
た
な

卸
に
よ
り
把

握
し
た
現
品

数
と
管
理
簿

上
の
残
数
の

照
合

【
指
摘
】

　
実
地
た
な
卸
を
実
施
し
て
も
，
現
品

数
と
あ
る
べ
き
残
数
を
照
合
し
な
け
れ

ば
盗
難
・
紛
失
や
受
払
記
録
誤
り
等
を

発
見
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
。

　
現
品
数
と
あ
る
べ
き
残
数
の
照
合
は

極
め
て
重
要
な
作
業
で
あ
り
，
必
ず
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
33）

　
平
成
28年
４
月
か
ら
管
理
簿
上
で
受

払
い
を
管
理
し
，
毎
月
現
品
数
と
管
理

簿
上
の
残
数
の
照
合
を
行
い
，
間
違
い

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

26
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

険
物
の
管
理

　
（
生
活
化
学
部
）

　
　
⑵
 　
使
用
見
込

み
の
な
い
毒

劇
物
の
早
期

廃
棄

【
意
見
】

　
毒
劇
物
は
保
管
し
て
い
る
こ
と
自
体

が
盗
難
・
紛
失
等
に
よ
る
不
正
使
用
リ

ス
ク
を
抱
え
る
も
の
で
あ
り
，
使
用
予

定
の
な
い
も
の
は
早
期
の
廃
棄
を
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
34）

　
平
成
28年
４
月
か
ら
使
用
見
込
み
の

な
い
毒
劇
物
に
つ
い
て
は
，
廃
液
と
し

て
危
険
物
倉
庫
内
に
施
錠
の
う
え
管
理

し
，
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
廃
棄
す
る
こ

と
と
し
た
。
平
成
28年
度
は
８
月
に
産

業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
分
を
委
託
し

た
。

27
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

　
入
室
お
よ
び
入
室
後
の
病
原
体
の
取

扱
い
は
１
名
で
行
っ
て
い
る
の
で
相
互

牽
制
機
能
は
な
く
，
不
正
に
持
ち
出
す

　
平
成
27年
10月
13日
以
降
，
病
原
体

を
扱
う
高
度
安
全
実
験
室
へ
は
２
名
で

入
室
す
る
こ
と
と
し
，
そ
の
際
は
入
室

　
　
  険
物
の
管
理

　
（
微
生
物
部
）

　
　
⑴
 　
危
険
な
病

原
体
の
複
数

名
で
の
取
扱

い
の
必
要
性

【
指
摘
】

こ
と
は
物
理
的
に
は
可
能
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
病
原
体
が
不
正
に
使
用

さ
れ
た
と
き
の
リ
ス
ク
の
大
き
さ
お
よ

び
業
務
へ
の
負
担
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

な
い
こ
と
に
鑑
み
て
，
複
数
名
で
の
取

扱
い
を
義
務
化
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
34）

記
録
に
入
室
者
氏
名
を
明
記
し
て
い
る
。

28
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
９
 ．
毒
劇
物
の
危

険
物
の
管
理

　
（
微
生
物
部
）

　
　
⑵
 　
危
険
な
病

原
体
の
実
地

た
な
卸
の
実

施
【
指
摘
】

　
現
品
管
理
を
適
切
に
行
う
一
環
と
し

て
，
実
地
た
な
卸
の
実
施
頻
度
，
実
施

責
任
者
，
実
施
方
法
，
実
施
結
果
の
報

告
な
ど
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
と
と

も
に
，
実
地
た
な
卸
を
実
施
す
べ
き
で

あ
る
。

（
Ｐ
34）

　
実
地
た
な
卸
に
関
す
る
規
定
に
つ
い

て
は
，
安
全
確
保
・
危
害
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
平
成
28年
４
月
１
日
に
定
め

た
。
平
成
27年
度
末
に
お
い
て
，
保
持

す
る
全
て
の
病
原
体
の
た
な
卸
を
実
施

し
た
。
ま
た
，
そ
の
結
果
は
平
成
28年

５
月
19日
に
バ
イ
オ
セ
イ
フ
テ
ィ
委
員

会
に
報
告
し
た
。

29
Ｃ
 ．
保
健
環
境
セ
ン

タ
ー

　
10 ．
電
子
記
録
媒

体
（
USB

メ
モ

リ
）
管
理
台
帳

の
作
成

【
指
摘
】

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
観
点
か
ら

も
台
帳
管
理
は
重
要
で
あ
る
。
規
程
を

作
成
し
た
う
え
で
台
帳
に
よ
る
管
理
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
35）

　
宮
城
県
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
基

準
及
び
平
成
27年
７
月
13日
付
け
宮
城

県
高
度
情
報
化
戦
略
推
進
本
部
長
通
知

に
基
づ
き
，
様
式
例
を
用
い
て
管
理
台

帳
を
整
備
し
た
。
平
成
27年
８
月
か
ら

管
理
台
帳
へ
の
記
載
を
実
施
し
て
い
る
。

30
Ｄ
 ．
環
境
放
射
線
監

視
セ
ン
タ
ー

　
１
 ．
積
極
的
な
調

査
研
究
業
務
の

実
施

【
意
見
】

　
一
日
も
早
く
調
査
研
究
業
務
も
震
災

前
の
水
準
で
実
施
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
な
お
，
一
定
程
度
の
調
査
研
究
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
，
現
在

行
わ
れ
て
い
な
い
調
査
研
究
に
関
す
る

当
研
究
機
関
内
で
の
内
部
評
価
，
有
識

者
に
よ
る
外
部
評
価
を
実
施
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
41）

　
平
成
28年

度
か
ら
，「
N
aI検

出
器

の
鉛
遮
へ
い
取
り
外
し
試
験
」
を
研
究

テ
ー
マ
と
し
調
査
研
究
を
再
開
し
た
。

　
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
，
四
半
期
毎

に
開
催
す
る
「
環
境
調
査
測
定
技
術

会
」，「
環
境
保
全
監
視
協
議
会
」
及
び

年
に
１
～
２
回
開
催
す
る
「
環
境
放
射

能
監
視
検
討
会
」
等
に
お
い
て
報
告

し
，
学
識
経
験
者
か
ら
助
言
，
評
価
を

受
け
る
と
と
も
に
，
学
会
発
表
を
通
し

て
学
識
経
験
者
の
指
摘
，
意
見
を
い
た

だ
く
な
ど
，
参
考
に
し
て
い
く
。

31
Ｄ
 ．
環
境
放
射
線
監
　
事
業
を
計
画
的
・
組
織
的
に
実
施
し
　
監
視
業
務
及
び
研
究
活
動
等
の
概
容
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  視
セ
ン
タ
ー

　
２
 ．
基
本
計
画
，

年
度
計
画
の
策

定
・
公
表

【
意
見
】

て
い
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
，
当

研
究
機
関
と
し
て
の
全
て
の
活
動
を
体

系
的
に
取
り
ま
と
め
た
基
本
計
画
と
年

度
毎
に
実
施
予
定
の
事
業
を
取
り
ま
と

め
た
年
度
計
画
を
策
定
し
て
当
研
究
機

関
内
で
承
認
手
続
を
行
っ
た
上
で
，
積

極
的
な
情
報
開
示
と
い
う
観
点
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
広
く
県
民

に
公
表
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
41）

を
ま
と
め
た
基
本
計
画
は
平
成
28年
２

月
に
策
定
し
た
。

　
ま
た
，
平
成
28年
度
の
具
体
的
な
年

度
計
画
は
年
度
内
に
策
定
済
で
あ
り
，

当
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予

定
で
あ
る
。

32
Ｄ
 ．
環
境
放
射
線
監

視
セ
ン
タ
ー

　
３
 ．
活
動
実
績
の

積
極
的
な
公
表

【
意
見
】

　
試
験
研
究
等
の
活
動
実
績
を
ま
と
め

た
年
報
を
積
極
的
な
情
報
開
示
と
い
う

観
点
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

広
く
県
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
  ま
た
，
収
支
決
算
額
は
当
研
究
機
関

の
運
営
の
た
め
の
県
民
負
担
額
で
あ

り
，
極
め
て
重
要
な
情
報
で
あ
る
。
こ

の
た
め
，
年
報
に
は
収
支
決
算
額
を
掲

載
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
42）

　
当
所
の
活
動
実
績
を
取
り
ま
と
め
た

年
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
ま
た
，
収
支
決
算
額
に
つ
い
て
は
，

平
成
26年

の
年
報
か
ら
掲
載
済
で
あ

る
。　

33
Ｄ
 ．
環
境
放
射
線
監

視
セ
ン
タ
ー

　
４
 ．
当
研
究
機
関

の
概
要
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成

と
公
表

【
意
見
】

　
新
組
織
，
新
庁
舎
施
設
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
速
や
か
に
作
成
し
積
極
的
な

情
報
開
示
と
い
う
観
点
か
ら
，
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
広
く
県
民
に
公
表

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
42）

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
作
成
済
み
で
あ

り
，
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
な
お
，
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
は
，

適
宜
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

34
Ｄ
 ．
環
境
放
射
線
監

視
セ
ン
タ
ー

　
５
 ．
備
品
の
照
合

確
認
の
実
施

【
指
摘
】

　
平
成
26年
度
は
年
度
末
の
備
品
の
照

合
確
認
を
実
施
し
て
い
な
い
た
め
，
財

務
規
則
に
違
反
す
る
と
と
も
に
，
登
録

さ
れ
て
い
る
備
品
が
実
際
に
存
在
す
る

か
不
明
な
状
況
に
あ
る
。

　
財
務
規
則
に
基
づ
き
，
年
度
末
に
備

品
登
録
書
等
と
の
照
合
確
認
を
実
施
す

べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
42）

　
平
成
27年
度
の
照
合
確
認
作
業
は
実

施
済
で
あ
る
。

35
Ｄ
 ．
環
境
放
射
線
監

視
セ
ン
タ
ー

　
６
 ．
劇
物
の
管
理

に
関
す
る
規
程

の
作
成

【
指
摘
】

　
法
令
に
従
っ
た
管
理
を
徹
底
す
る
た

め
に
，
管
理
体
制
及
び
管
理
方
法
に
関

す
る
規
程
を
作
成
す
る
と
と
も
に
，
当

該
規
程
に
従
っ
た
運
用
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

（
Ｐ
42）

　
毒
劇
物
に
つ
い
て
は
，
現
在
も
鍵
の

か
か
る
棚
で
保
管
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
，
ま
た
，
御
指
摘
を
踏
ま
え
，
平

成
27年
度
末
ま
で
に
内
部
規
程
（
医
薬

用
外
毒
物
劇
物
危
害
防
止
規
程
）
を
策

定
済
み
で
あ
り
，
当
該
規
定
に
従
っ
た

運
用
を
行
っ
て
い
る
。

36
Ｄ
 ．
環
境
放
射
線
監

視
セ
ン
タ
ー

　
７
 ．
劇
物
の
実
地

た
な
卸
の
実
施

【
指
摘
】

　
劇
物
の
管
理
に
関
す
る
規
程
に
実
地

た
な
卸
に
関
す
る
項
目
を
設
け
る
と
と

も
に
，
そ
の
定
め
に
従
っ
た
実
地
た
な

卸
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｐ
43）

　
平
成
27年
度
末
に
策
定
し
た
内
部
規

程
の
中
で
「
在
庫
管
理
」
の
項
目
を
設

け
，
管
理
責
任
者
（
監
視
測
定
班
長
）

は
毒
物
劇
物
管
理
簿
を
作
成
す
る
こ
と

と
し
た
。
な
お
，
管
理
簿
は
作
成
済
で

あ
り
，
以
降
，
本
格
的
に
運
用
を
行
っ

て
い
る
。

37
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
１
 ．
地
方
独
立
行

政
法
人
化
の
検

討
【
意
見
】

　
他
の
試
験
研
究
機
関
と
の
統
合
も
含

め
て
，「
今
後
の
方
向
性
を
探
る
必
要

が
あ
る
」
と
の
県
の
検
討
結
果
ど
お

り
，
今
後
法
人
化
を
再
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
，
今
後
検
討
す
る
と
き
に
は
検

討
結
果
を
明
確
に
す
る
た
め
に
，
そ
れ

を
取
り
ま
と
め
た
資
料
を
作
成
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
50）

　
「
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
地
方

独
立
行
政
法
人
化
に
関
す
る
検
討
会
」

を
設
置
し
，
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し

た
。
検
討
結
果
に
つ
い
て
は
取
り
ま
と

め
の
上
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公

表
し
た
。

38
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
２
 ．
貸
出
施
設
の

稼
働
率
向
上
施

策
等

【
意
見
】

　
施
設
使
用
可
能
日
時
や
施
設
の
詳
細

説
明
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

等
，
よ
り
積
極
的
に
広
報
活
動
等
を
行

い
，
施
設
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
そ
の
上
で
利
用
率
が
低
迷

す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
，
ニ
ー
ズ
に
適
合

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
，
他
の
用

途
に
転
換
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

　
な
お
，
上
記
利
用
状
況
は
漏
れ
な
く

掲
載
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
52）

　
企
業
訪
問
，
技
術
交
流
会
，
各
種
会

議
等
の
場
に
お
い
て
利
用
推
進
に
向
け

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
開
放
室
の
利
用
状
況
は
業
務

年
報
に
記
載
す
る
。
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39
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
３
 ．
年
度
計
画
の

策
定
と
公
表

【
意
見
】

　
事
業
を
計
画
的
・
組
織
的
に
実
施
し

て
い
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
，
年

度
毎
に
実
施
予
定
の
事
業
を
体
系
的
に

取
り
ま
と
め
た
年
度
計
画
を
公
表
で
き

る
情
報
に
基
づ
い
て
策
定
し
て
当
研
究

機
関
内
で
承
認
手
続
を
行
っ
た
上
で
，

積
極
的
な
情
報
開
示
と
い
う
観
点
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
広
く
県
民

に
公
表
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
53）

　
平
成
28年

度
の
年
度
計
画
を
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と

と
も
に
，
今
後
も
各
年
度
の
計
画
を
掲

載
す
る
こ
と
に
す
る
。

40
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
４
 ．
業
務
年
報
に

お
け
る
歳
出
決

算
の
誤
記
載

【
指
摘
】

　
支
出
の
金
額
は
当
研
究
機
関
の
運
営

に
関
す
る
重
要
な
情
報
で
あ
り
，
正
確

に
作
成
し
て
開
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
当
研
究
機
関
の
幹
部
職
員
に
は
，

財
務
数
値
を
重
視
す
る
民
間
経
営
者
の

視
点
を
是
非
と
も
持
っ
て
頂
き
た
い
。

　
な
お
，
県
民
負
担
額
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
は
，
歳
出
の
み
で
な
く
，
歳

入
も
記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
54）

　
誤
記
載
へ
の
対
応
と
し
て
，
各
種
資

料
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
，
内
容
を
複

数
の
職
員
で
確
認
す
る
。

　
支
出
に
つ
い
て
人
件
費
等
を
計
上
し

た
支
出
状
況
を
業
務
年
報
で
す
で
に
公

開
し
て
い
る
。
収
入
に
つ
い
て
は
平
成

27年
度
の
業
務
年
報
か
ら
記
載
す
る
こ

と
に
し
た
。

41
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
６
 ．
研
修
等
の
満

足
度
調
査
の
実

施
と
文
書
化

【
意
見
】

　
受
講
者
の
声
は
実
施
し
た
研
修
の
効

果
を
測
定
す
る
と
と
も
に
次
回
以
降
の

研
修
計
画
の
改
善
の
た
め
の
有
意
義
な

情
報
で
あ
り
，
全
て
の
研
修
に
お
い

て
，
受
講
結
果
感
想
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

票
の
作
成
依
頼
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
　
ま
た
，
技
術
改
善
支
援
事
業
で
は
，

今
後
の
改
善
の
た
め
の
有
意
義
な
情
報

と
な
る
の
で
，
満
足
度
調
査
を
行
い
，

回
答
結
果
を
評
価
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
（
Ｐ
56）

　
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
，
自
動
車
技

術
研
修
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
，
概
ね
良
好
な
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

　
平
成
28年
４
月
１
日
以
降
に
技
術
改

善
支
援
に
お
け
る
満
足
度
調
査
を
電
子

メ
ー
ル
に
よ
る
質
問
す
る
方
式
で
開
始

し
，
回
答
率
が
80%
で
職
員
の
対
応
に

関
し
て
の
満
足
度
が
100％

の
結
果
と

な
っ
て
い
る
。（
平
成
29年
２
月
28日

現
在
）

42
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
７
 ．
技
術
相
談
事

業
に
お
け
る
相

　
単
な
る
追
加
質
問
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

は
実
質
的
な
相
談
と
し
て
は
１
件
で
あ

り
，
20件
で
な
く
１
件
と
カ
ウ
ン
ト
す

る
こ
と
が
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は

　
相
談
件
数
と
併
せ
て
，
相
談
事
案
の

件
数
も
併
せ
て
集
計
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
  談
件
数
の
カ
ウ

ン
ト
方
法

【
意
見
】

適
当
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ｐ
57）

43
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
８
 ．
請
求
書
，
納

品
書
の
日
付
の

記
載
漏
れ

【
指
摘
】

　
業
者
に
対
し
，
請
求
書
，
納
品
書
に

は
日
付
を
記
載
す
る
よ
う
指
導
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
，
日
付
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
請
求
書
，
納
品
書
が
提
出
さ
れ

た
場
合
に
は
日
付
を
記
載
し
た
う
え
で

再
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

（
Ｐ
57）

　
業
者
に
対
し
日
付
の
記
入
に
つ
い
て

指
導
し
，
記
入
を
確
認
し
た
上
で
受
理

す
る
こ
と
に
し
た
。

44
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
９
 ．
産
業
技
術
総

合
セ
ン
タ
ー
庁

舎
清
掃
等
業
務

　
　
⑴
 　
日
常
清
掃

に
係
る
業
務

実
施
報
告
書

と
業
務
日
誌

の
不
整
合

【
指
摘
】

　
現
状
で
は
，
必
要
な
清
掃
が
実
施
さ

れ
ず
，
不
要
な
清
掃
が
実
施
さ
れ
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
妥
当
で
は
な
い
。

　
「
清
掃
等
業
務
特
記
仕
様
書
」
と
整

合
す
る
業
務
実
施
報
告
書
を
作
成
す
べ

き
で
あ
る
。

（
Ｐ
58）

　
日
常
清
掃
に
係
る
業
務
完
了
報
告
書

に
当
た
る
業
務
日
誌
に
つ
い
て
は
，
仕

様
書
と
整
合
性
を
図
っ
た
様
式
の
業
務

日
誌
を
新
た
に
作
成
し
，
提
出
を
受
け

る
こ
と
に
し
た
。

45
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
９
 ．
産
業
技
術
総

合
セ
ン
タ
ー
庁

舎
清
掃
等
業
務

　
　
⑵
 　
定
期
清
掃

に
係
る
業
務

完
了
届
の
提

出
【
指
摘
】

　
委
託
業
者
に
対
し
，
業
務
完
了
届
の

提
出
を
求
め
る
と
と
も
に
，
清
掃
等
業

務
特
記
仕
様
書
に
定
め
る
項
目
を
記
載

し
た
報
告
書
式
を
作
成
の
上
，
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｐ
58）

　
定
期
清
掃
に
係
る
業
務
完
了
報
告
書

に
つ
い
て
は
，
各
定
期
清
掃
完
了
後

に
，
作
業
状
況
写
真
の
ほ
か
に
，
仕
様

書
と
整
合
を
図
っ
た
作
業
項
目
を
記
載

す
る
形
式
の
業
務
完
了
報
告
書
に
当
た

る
業
務
日
誌
を
新
た
に
作
成
し
，
提
出

を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

46
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
10 ．
産
業
技
術
総

合
セ
ン
タ
ー
依

頼
試
験
等
業
務

　
仕
様
書
に
参
考
情
報
と
し
て
１
件
当

た
り
の
所
要
時
間
や
過
年
度
の
実
績
件

数
の
方
を
記
載
す
べ
き
と
考
え
る
。

（
Ｐ
62）

　
平
成
28年
度
の
契
約
か
ら
仕
様
書
の

う
ち
人
数
を
記
載
し
て
い
る
部
分
を
削

除
し
た
。
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⑴
 　
仕
様
書
の

記
載
項
目
の

見
直
し

【
意
見
】

47
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
10 ．
産
業
技
術
総

合
セ
ン
タ
ー
依

頼
試
験
等
業
務

　
　
⑵
 　
契
約
書
へ

の
仕
様
書
綴

込
み
漏
れ

【
指
摘
】

　
契
約
書
に
お
い
て
，
委
託
業
務
の
範

囲
を
明
確
に
す
る
た
め
，
契
約
書
に
は

仕
様
書
を
綴
じ
込
ん
で
製
本
す
べ
き
で

あ
る
。

（
Ｐ
64）

　
平
成
27年
度
以
降
か
ら
契
約
書
に
仕

様
書
を
綴
じ
込
ん
で
製
本
し
た
。

48
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
11 ．
入
退
室
管
理

シ
ス
テ
ム
お
よ

び
自
動
火
災
報

知
設
備
の
修
繕

【
指
摘
】

　
現
状
は
，
建
物
設
立
当
初
に
構
築
し

た
防
犯
機
能
・
消
防
機
能
が
満
足
に
発

揮
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
当
初
構
築

し
た
設
備
が
正
常
に
機
能
す
る
た
め
，

防
犯
設
備
お
よ
び
消
防
設
備
に
つ
い
て

必
要
な
修
繕
・
更
新
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。
（
Ｐ
64）

　
自
動
火
災
報
知
設
備
に
つ
い
て
は
，

設
計
委
託
が
完
了
し
，
工
事
に
つ
い
て

は
，
平
成
29年
１
月
23日
に
契
約
を
締

結
し
，
修
繕
等
行
っ
た
。

　
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
，
更
新
に
向
け
て
財
政
課
と
の
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

49
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
12 ．
備
品
整
理
票

に
よ
る
物
品
表

示
の
徹
底

【
指
摘
】

　
適
正
な
備
品
管
理
お
よ
び
照
合
に
資

す
る
た
め
，
備
品
整
理
票
は
可
能
な
限

り
添
付
し
，
適
切
に
更
新
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

（
Ｐ
65）

　
備
品
照
合
確
認
に
併
せ
て
備
品
整
理

票
の
確
認
を
行
い
，
適
切
に
整
理
票
の

更
新
を
行
う
。

50
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
13 ．
備
品
の
照
合

確
認
の
実
施

【
指
摘
】

　
重
要
物
品
以
外
の
備
品
に
つ
い
て
年

度
末
に
お
け
る
照
合
確
認
の
明
確
な
実

施
証
跡
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
規
則

に
準
拠
し
て
，
適
切
な
照
合
確
認
お
よ

び
報
告
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
65）

　
所
内
で
管
理
す
る
備
品
全
て
に
つ
い

て
備
品
照
合
や
備
品
整
理
票
の
確
認
を

行
う
。

51
Ｅ
 ．
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
14 ．
図
書
の
実
地

　
蔵
書
は
，
少
額
で
あ
っ
て
も
，
県
の

財
産
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
，

資
産
管
理
は
重
要
で
あ
る
。
適
切
な
在

　
書
籍
及
び
雑
誌
の
棚
の
整
理
を
行

い
，
棚
卸
の
た
め
の
書
籍
リ
ス
ト
と
雑

誌
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

　
　
  た
な
卸
の
実
施

【
指
摘
】

庫
管
理
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
66）

52
Ｆ
 ．
農
業
・
園
芸
総

合
研
究
所

　
１
 ．
農
業
関
係
試

験
研
究
機
関
の

統
合
の
検
討

【
意
見
】

　
農
業
関
係
の
３
機
関
は
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
り
，
統
合
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

・
連
携
の
強
化
に
よ
る
試
験
研
究
の
成

果
向
上

・
事
務
部
門
の
効
率
化
，
コ
ス
ト
削
減

・
基
本
方
針
，
基
本
計
画
，
単
年
度
計

画
は
既
に
３
機
関
一
体
と
な
っ
て
い

る
・
知
的
財
産
権
管
理
委
員
会
も
既
に
３

機
関
一
体
と
な
っ
て
開
催

・
農
業
関
係
試
験
研
究
機
関
評
価
部
会

も
既
に
３
機
関
一
体
で
実
施

・
組
織
が
別
々
と
な
っ
て
い
る
弊
害
が

一
部
顕
在
化

（
Ｐ
74）

　
平
成
28年
度
に
「
農
業
関
係
試
験
研

究
機
関
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

を
立
ち
上
げ
，
そ
の
中
で
統
合
の
要
否

に
つ
い
て
検
討
を
実
施
し
た
。　

53
Ｆ
 ．
農
業
・
園
芸
総

合
研
究
所

　
２
 ．
年
度
計
画
に

お
け
る
収
支
予

算
の
記
載

【
意
見
】

　
収
支
予
算
は
各
試
験
研
究
機
関
の
運

営
の
た
め
の
県
民
負
担
額
で
あ
り
，
極

め
て
重
要
な
情
報
で
あ
る
。
こ
の
た

め
，
年
度
計
画
に
は
各
試
験
研
究
機
関

の
収
支
予
算
を
掲
載
し
て
開
示
す
べ
き

で
あ
る
。

（
Ｐ
74）

　
収
支
予
算
に
つ
い
て
も
，
可
能
な
範

囲
で
精
査
し
場
所
ご
と
に
取
り
ま
と
め

の
上
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
公
開

す
る
。

54
Ｆ
 ．
農
業
・
園
芸
総

合
研
究
所

　
３
 ．
活
動
実
績
の

積
極
的
な
公
表

【
意
見
】

　
活
動
成
果
は
，
当
研
究
機
関
が
策
定

し
他
県
の
同
一
分
野
の
試
験
研
究
機

関
，
大
学
等
に
配
布
し
て
い
る
業
務
年

報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
，
積
極
的

な
情
報
開
示
と
い
う
観
点
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
広
く
県
民
に
公
表

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
ま
た
，
業
務
年
報
に
は
試
験
研
究
費

の
み
で
な
く
，
支
出
総
額
を
掲
載
す
べ

き
で
あ
る
。

（
Ｐ
74）

　
平
成
28年
度
か
ら
業
務
年
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

55
Ｆ
 ．
農
業
・
園
芸
総

　
知
的
財
産
の
第
三
者
利
用
促
進
し
，
　
知
的
財
産
の
掲
載
は
，
当
所
ホ
ー
ム
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研
究
所

　
４
 ．
知
的
財
産
の

利
用
促
進
策

【
意
見
】

県
の
財
政
に
寄
与
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
75）

ペ
ー
ジ
で
県
外
許
諾
品
種
を
上
げ
て
い

る
が
，
県
有
特
許
や
県
有
登
録
品
種
な

ど
は
新
産
業
振
興
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

一
括
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
，
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
作
成
す
る

な
ど
し
て
，
さ
ら
に
第
三
者
利
用
を
促

進
し
て
い
く
。

56
Ｆ
 ．
農
業
・
園
芸
総

合
研
究
所

　
７
 ．
昇
降
機
（
２

台
）
保
守
点
検

業
務
の
随
意
契

約
の
妥
当
性

【
意
見
】

　
昇
降
機
メ
ー
カ
ー
系
列
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
会
社
と
長
期
に
わ
た
り
随
意
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
は
弊
害
が
生
ず
る
お

そ
れ
が
あ
り
妥
当
で
は
な
い
。

　
独
立
系
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
も
契

約
の
対
象
と
し
て
検
討
す
る
，
ま
た

は
，
独
立
系
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
か

ら
見
積
書
を
取
っ
て
，
価
格
交
渉
の
材

料
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
Ｐ
77）

　
平
成
28年
度
分
の
業
務
か
ら
，
随
意

契
約
と
し
て
い
た
も
の
を
指
名
競
争
入

札
に
改
め
た
。

57
Ｆ
 ．
農
業
・
園
芸
総

合
研
究
所

　
８
 ．
毒
劇
物
の
管

理
要
領
の
見
直

し
【
指
摘
】

　
「
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
」
で
は
，

毒
劇
物
の
盗
難
・
紛
失
・
漏
洩
等
を
防

ぐ
の
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
法
令
に

従
っ
た
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
に
，
内

容
を
整
備
し
て
運
用
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
（
Ｐ
78）

　
当
研
究
所
で
は
，
平
成
11年
度
か
ら

毒
物
・
劇
物
等
危
害
防
止
要
領
を
定
め

て
お
り
，
盗
難
や
事
故
等
に
備
え
て
い

る
が
，
一
層
の
管
理
徹
底
に
つ
き
，
様

式
第
１
号
・
２
号
を
改
正
し
，
周
知
徹

底
し
た
。

58
Ｆ
 ．
農
業
・
園
芸
総

合
研
究
所

　
９
 ．
毒
劇
物
の
実

地
た
な
卸
の
実

施
【
指
摘
】

　
実
地
た
な
卸
を
正
確
に
行
う
た
め
，

実
地
た
な
卸
の
実
施
方
法
に
関
す
る
規

程
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
，

実
地
た
な
卸
リ
ス
ト
に
実
施
者
及
び
承

認
者
の
サ
イ
ン
を
残
す
こ
と
で
責
任
の

所
在
を
明
ら
か
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
78）

　
毒
物
・
劇
物
等
危
害
防
止
要
領
に
基

づ
き
，
担
当
者
が
リ
ス
ト
を
作
成
し
て

在
庫
量
の
確
認
作
業
を
し
て
い
る
。
作

成
さ
れ
た
リ
ス
ト
は
承
認
者
（
各
部
研

究
部
長
）
が
押
印
（
サ
イ
ン
）
し
管
理

す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

59
Ｆ
 ．
農
業
・
園
芸
総

合
研
究
所

　
10 ．
共
用
備
品
の

照
合
確
認
方
法

の
見
直
し

　
網
羅
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
照
合
を

実
施
す
る
た
め
，
各
部
へ
の
依
頼
時
に

は
，
台
帳
上
の
担
当
個
所
を
明
ら
か
に

し
た
う
え
で
書
面
に
よ
り
依
頼
を
行

い
，
照
合
の
結
果
に
つ
い
て
は
，
各
部

　
今
後
は
，
毎
年
度
各
部
へ
照
合
・
確

認
を
書
面
に
よ
り
依
頼
し
，
台
帳
上
の

供
用
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し

た
。

【
指
摘
】

の
役
席
者
の
承
認
を
得
た
も
の
を
，
書

面
に
よ
り
入
手
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
78）

60
Ｆ
 ．
農
業
・
園
芸
総

合
研
究
所

　
11 ．
図
書
の
実
地

た
な
卸
の
実
施

【
指
摘
】

　
台
帳
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
，
定

期
的
に
実
地
た
な
卸
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
貸
出
図
書
に
つ
い
て
は
定
期

も
し
く
は
随
時
点
検
を
行
い
，
管
理
を

徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
79）

　
現
在
２
か
所
に
分
か
れ
て
い
る
図
書

室
を
28年
度
に
統
合
し
て
図
書
の
一
括

管
理
体
制
を
整
え
，
貸
出
図
書
を
よ
り

正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
各

研
究
部
が
管
理
し
て
い
る
蔵
書
の
台
帳

整
備
と
図
書
室
の
た
な
卸
は
，
定
期
的

に
実
施
し
て
い
く
。　

61
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
１
 ．
農
業
関
係
の

試
験
研
究
機
関

の
統
合

【
意
見
】

　
農
業
関
係
の
３
機
関
は
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
り
，
統
合
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

・
連
携
の
強
化
に
よ
る
試
験
研
究
の
成

果
向
上

・
事
務
部
門
の
効
率
化
，
コ
ス
ト
削
減

・
基
本
方
針
，
基
本
計
画
，
単
年
度
計

画
は
既
に
３
機
関
一
体
と
な
っ
て
い

る
・
知
的
財
産
権
管
理
委
員
会
も
既
に
３

機
関
一
体
と
な
っ
て
開
催

・
農
業
関
係
試
験
研
究
機
関
評
価
部
会

も
既
に
３
機
関
一
体
で
実
施

・
組
織
が
別
々
と
な
っ
て
い
る
弊
害
が

一
部
顕
在
化

（
Ｐ
86）

　
平
成
28年
度
に
「
農
業
関
係
試
験
研

究
機
関
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

を
立
ち
上
げ
，
そ
の
中
で
統
合
の
要
否

に
つ
い
て
検
討
を
実
施
し
た
。

62
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
２
 ．
活
動
実
績
の

積
極
的
な
公
表

【
意
見
】

　
積
極
的
な
情
報
開
示
と
い
う
観
点
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
広
く
県

民
に
公
表
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
86）

　
一
年
間
の
研
究
成
果
を
含
め
た
活
動

実
績
を
取
り
ま
と
め
た
業
務
年
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。
順
次
追

加
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

63
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
３
 ．
基
本
計
画
、

年
度
計
画
、
外

部
評
価
結
果
等

の
積
極
的
な
公

　
基
本
計
画
・
年
度
計
画
や
外
部
評
価

委
員
会
の
結
果
は
，
当
研
究
機
関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
そ
の
事
実
の
説
明
を

掲
載
す
る
と
と
も
に
，
農
業
・
園
芸
総

合
研
究
所
が
公
開
し
て
い
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
貼
る
こ
と
が
積

　
外
部
評
価
委
員
会
等
の
結
果
に
つ
い

て
は
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
研
究
成
果
に

業
務
評
価
の
項
目
を
追
加
し
，
農
業
･

園
芸
総
合
研
究
所
が
公
開
し
て
い
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
リ
ン
ク
を
貼
っ
た
。
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【
意
見
】

極
的
な
情
報
公
開
の
た
め
に
は
望
ま
し

い
。
（
Ｐ
86）

64
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
４
 ．
稲
育
成
品
種

種
子
の
販
売
に

関
す
る
事
務
手

続
　
　
⑴
 　
代
金
納
入

後
の
種
子
の

引
渡
し
の
徹

底
【
指
摘
】

　
代
金
回
収
を
確
実
と
す
る
た
め
，
配

付
要
綱
に
従
い
，
代
金
納
入
確
認
後
に

種
子
を
配
付
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
87）

　
配
付
要
綱
に
従
い
，
代
金
納
入
確
認

後
に
種
子
を
配
付
す
る
よ
う
に
し
た
。

65
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
４
 ．
稲
育
成
品
種

種
子
の
販
売
に

関
す
る
事
務
手

続
　
　
⑵
 　
受
領
報
告

書
の
未
入
手

【
指
摘
】

　
種
子
を
配
付
し
た
こ
と
を
明
確
に
す

る
た
め
，
配
付
要
綱
に
従
い
，
受
領
報

告
書
の
提
出
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
87）

　
配
付
要
綱
に
従
い
，
受
領
報
告
書
を

提
出
す
る
よ
う
指
導
を
徹
底
し
た
。

66
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
４
 ．
稲
育
成
品
種

種
子
の
販
売
に

関
す
る
事
務
手

続
　
　
⑶
 　
販
売
実
績

報
告
書
の
未

入
手

【
指
摘
】

　
申
請
者
と
利
用
許
諾
契
約
を
締
結
し

て
い
る
場
合
は
許
諾
料
の
積
算
根
拠
資

料
と
す
る
た
め
，
利
用
許
諾
契
約
を
締

結
し
て
い
な
い
場
合
は
種
子
の
転
売
を

し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
根
拠
資

料
と
す
る
た
め
，
配
付
要
綱
に
従
い
，

実
績
報
告
書
の
提
出
を
申
請
者
に
対
し

て
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
87）

　
種
子
配
布
の
要
望
が
あ
っ
た
際
に
，

配
布
要
綱
を
説
明
し
，
実
績
報
告
書
の

提
出
を
指
導
し
た
。

　
更
に
，
生
産
物
（
米
）
の
販
売
実
績

に
基
づ
き
，
実
績
報
告
書
の
提
出
を
指

導
す
る
。

67
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
５
 ．
書
面
に
よ
る

再
委
託
の
承
認

　
再
委
託
等
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
委

託
の
項
目
を
整
理
す
る
，
ま
た
は
，
業

務
の
性
質
上
分
類
が
困
難
で
，
か
つ
，

再
委
託
等
が
必
要
な
場
合
は
，
委
託
業

　
平
成
28年
度
古
川
農
業
試
験
場
及
び

農
業
大
学
校
水
田
経
営
学
部
庁
舎
等
給

排
水
衛
生
設
備
保
守
点
検
業
務
に
お
い

て
，
一
部
再
委
託
の
承
認
を
行
っ
た
。

【
指
摘
】

者
に
対
し
書
面
に
よ
り
承
諾
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

（
Ｐ
88）

68
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
６
 ．
備
品
整
理
票

に
よ
る
物
品
表

示
の
徹
底

【
指
摘
】

　
適
正
な
備
品
管
理
お
よ
び
照
合
に
資

す
る
た
め
，
備
品
整
理
票
は
可
能
な
限

り
添
付
し
，
適
切
に
更
新
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

（
Ｐ
88）

　
整
理
票
が
添
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

備
品
（
３
件
）
に
は
整
理
票
を
添
付
し
，

整
理
票
の
更
新
が
必
要
な
備
品
（
１

件
）
は
整
理
票
を
更
新
し
た
。

69
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
７
 ．
備
品
台
帳
に

よ
る
財
産
管
理

の
徹
底

【
指
摘
】

　
適
正
な
備
品
管
理
に
資
す
る
た
め
，

備
品
台
帳
は
正
確
に
記
載
を
行
い
，
適

切
に
更
新
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
89）

　
備
品
現
物
と
備
品
台
帳
（
平
成
28年

３
月
末
現
在
）
を
照
合
確
認
す
る
よ

う
，
平
成
28年
８
月
８
日
に
場
内
各
部

へ
指
示
し
，
備
品
台
帳
を
更
新
す
る
よ

う
に
し
た
。

70
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
８
 ．
備
品
の
照
合

確
認
の
実
施

【
指
摘
】

　
規
則
に
準
拠
し
て
，
適
切
な
照
合
確

認
お
よ
び
報
告
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
（
Ｐ
90）

　
平
成
29年
３
月
31日
ま
で
に
備
品
台

帳
を
更
新
し
，
供
用
備
品
等
の
適
切
な

照
合
確
認
を
行
っ
た
上
で
報
告
す
る
よ

う
に
し
た
。

71
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
９
 ．
図
書
の
管
理

の
徹
底

【
指
摘
】

　
蔵
書
は
，
少
額
で
あ
っ
て
も
，
県
の

財
産
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
，

資
産
管
理
は
重
要
で
あ
る
。
適
切
な
貸

出
管
理
お
よ
び
在
庫
管
理
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。

（
Ｐ
90）

　
図
書
委
員
会
を
平
成
28年
６
月
に
開

催
し
，
職
員
へ
の
貸
出
簿
へ
の
記
入
の

徹
底
を
図
っ
た
。
ま
た
，
蔵
書
の
在
庫

を
確
認
し
管
理
を
行
っ
た
。

72
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
10 ．
農
薬
の
毒
劇

物
の
実
地
た
な

卸
の
実
施

【
指
摘
】

　
内
規
に
従
い
，
適
時
に
実
地
た
な
卸

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
90）

　
毒
劇
物
管
理
の
た
め
の
「
古
川
農
業

試
験
場
毒
劇
物
危
害
防
止
要
領
」
を
平

成
28年
５
月
13日
に
改
正
し
農
薬
の
毒

劇
物
に
つ
い
て
年
２
回
，
９
月
末
と
３

月
末
に
棚
卸
し
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。
普
通
物
農
薬
に
つ
い
て
も
年
１
回

９
月
末
に
棚
卸
し
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

73
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
内
規
に
従
い
，
適
時
に
実
地
た
な
卸

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
毒
劇
物
管
理
の
た
め
の
「
古
川
農
業

試
験
場
毒
劇
物
危
害
防
止
要
領
」
を
平
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11 ．
農
薬
以
外
の

毒
劇
物
の
実
地

た
な
卸
の
実
施

【
指
摘
】

（
Ｐ
90）

成
28年
５
月
13日
に
改
正
し
試
薬
等
の

毒
劇
物
に
つ
い
て
年
２
回
９
月
末
と
３

月
末
に
棚
卸
し
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。

74
Ｇ
 ．
古
川
農
業
試
験

場
　
12 ．
電
子
記
録
媒

体
（
U
SB
メ

モ
リ
）
管
理
台

帳
の
更
新

【
指
摘
】

　
管
理
台
帳
の
更
新
を
漏
ら
さ
な
い
体

制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
，
適
宜
最
新

の
台
帳
に
よ
る
管
理
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。
（
Ｐ
91）

　
各
部
で
管
理
し
て
い
る
管
理
台
帳
に

つ
い
て
，
年
２
回
（
４
月
と
10月
）
確

認
す
る
こ
と
と
し
た
。

75
Ｈ
．
畜
産
試
験
場

　
１
 ．
農
業
関
係
の

試
験
研
究
機
関

の
統
合

【
意
見
】

　
農
業
関
係
の
３
機
関
は
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
り
，
統
合
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

・
連
携
の
強
化
に
よ
る
試
験
研
究
の
成

果
向
上

・
事
務
部
門
の
効
率
化
，
コ
ス
ト
削
減

・
基
本
方
針
，
基
本
計
画
，
単
年
度
計

画
は
既
に
３
機
関
一
体
と
な
っ
て
い

る
・
知
的
財
産
権
管
理
委
員
会
も
既
に
３

機
関
一
体
と
な
っ
て
開
催

・
農
業
関
係
試
験
研
究
機
関
評
価
部
会

も
既
に
３
機
関
一
体
で
実
施

・
組
織
が
別
々
と
な
っ
て
い
る
弊
害
が

一
部
顕
在
化

（
Ｐ
98）

　
平
成
28年
度
に
「
農
業
関
係
試
験
研

究
機
関
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

を
立
ち
上
げ
，
そ
の
中
で
統
合
の
要
否

に
つ
い
て
検
討
を
実
施
し
た
。

76
Ｈ
．
畜
産
試
験
場

　
４
 ．
活
動
実
績
の

積
極
的
な
公
表

【
意
見
】

　
業
務
年
報
を
積
極
的
な
情
報
開
示
と

い
う
観
点
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
広
く
県
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

（
Ｐ
100）

　
畜
産
試
験
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
，

平
成
28年
８
月
か
ら
「
畜
産
試
験
場
成

績
書
・
年
報
」
に
つ
い
て
掲
載
し
た
。

77
Ｈ
．
畜
産
試
験
場

　
５
 ．
基
本
計
画
，

年
度
計
画
，
外

部
評
価
結
果
等

の
開
示

　
基
本
計
画
・
年
度
計
画
や
外
部
評
価

委
員
会
の
結
果
は
，
当
研
究
機
関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
そ
の
事
実
の
説
明
を

掲
載
す
る
と
と
も
に
，
農
業
・
園
芸
総

合
研
究
所
が
公
開
し
て
い
る
ホ
ー
ム

　
畜
産
試
験
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
，

平
成
28年
８
月
及
び
９
月
に
，
農
業
・

園
芸
総
合
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
農
業
試
験
研
究
推
進
構
想
」及
び「
業

務
評
価
」
の
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を

【
意
見
】

ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
貼
る
こ
と
が
積

極
的
な
情
報
公
開
の
た
め
に
は
望
ま
し

い
。
　
ま
た
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
公
開

さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
当
研
究
機
関
に
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
，
よ
り
積
極
的

な
情
報
公
開
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
100）

貼
っ
た
。

78
Ｈ
．
畜
産
試
験
場

　
６
 ．
請
求
書
，
納

品
書
の
日
付
の

記
載
漏
れ

【
指
摘
】

　
業
者
に
対
し
，
請
求
書
，
納
品
書
に

は
日
付
を
記
載
す
る
よ
う
指
導
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
，
日
付
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
請
求
書
，
納
品
書
が
提
出
さ
れ

た
場
合
に
は
日
付
を
記
載
の
上
再
提
出

す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｐ
100）

　
平
成
27年
度
後
半
か
ら
，
日
付
を
記

載
せ
ず
に
請
求
書
等
を
提
出
し
た
業
者

に
は
，
随
時
記
載
す
る
よ
う
指
導
を
徹

底
し
て
い
る
。

79
Ｈ
．
畜
産
試
験
場

　
７
 ．
書
面
に
よ
る

再
委
託
の
承
認

【
指
摘
】

　
再
委
託
等
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
委

託
の
項
目
を
整
理
す
る
，
ま
た
は
，
業

務
の
性
質
上
分
類
が
困
難
で
，
か
つ
，

再
委
託
等
が
必
要
な
場
合
は
，
委
託
業

者
に
対
し
書
面
に
よ
り
承
諾
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

（
Ｐ
101）

　
平
成
28年
度
か
ら
，
業
者
か
ら
再
委

託
の
申
請
が
あ
り
，
必
要
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
，
書
面
に
よ
る
承
諾
を

行
っ
て
い
る
。

80
Ｈ
．
畜
産
試
験
場

　
８
 ．
自
動
販
売
機

設
置
業
者
の
公

募
選
定
の
実
施

【
指
摘
】

　
無
償
で
自
動
販
売
機
を
設
置
し
な
が

ら
，
収
入
を
得
て
い
る
現
状
は
，
同
団

体
に
対
す
る
実
質
的
な
隠
れ
補
助
金
と

言
わ
ざ
る
を
得
ず
，
妥
当
で
は
な
い
。

　
自
動
販
売
機
設
置
に
当
た
っ
て
は
，

原
則
ど
お
り
，
公
募
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
（
Ｐ
101）

　
平
成
28年
度
の
自
動
販
売
機
設
置
分

か
ら
，
設
置
業
者
の
決
定
は
公
募
に
よ

り
行
っ
て
い
る
。

81
Ｈ
．
畜
産
試
験
場

　
９
 ．
備
品
台
帳
に

よ
る
財
産
管
理

の
徹
底

【
指
摘
】

　
適
正
な
備
品
管
理
に
資
す
る
た
め
，

備
品
台
帳
は
正
確
に
記
載
を
行
い
，
適

切
に
更
新
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
102）

　
対
象
備
品
に
つ
い
て
は
，
平
成
28年

３
月
に
備
品
台
帳
に
登
録
し
，
整
理
済

で
あ
る
。
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82
Ｈ
．
畜
産
試
験
場

　
規
則
に
準
拠
し
て
，
適
切
な
照
合
確
　
備
品
台
帳
に
つ
い
て
は
，
平
成
28年

　
10 ．
備
品
の
照
合

確
認
の
実
施

【
指
摘
】

認
お
よ
び
報
告
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
（
Ｐ
102）

３
月
ま
で
に
照
合
確
認
を
行
い
，
同
年

５
月
に
財
務
規
則
第
144条

に
基
づ
く

報
告
を
行
っ
て
い
る
。

83
Ｈ
．
畜
産
試
験
場

　
11 ．
図
書
の
実
地

た
な
卸
の
実
施

【
指
摘
】

　
蔵
書
は
，
少
額
で
あ
っ
て
も
，
県
の

財
産
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
，

資
産
管
理
は
重
要
で
あ
る
。
適
切
な
在

庫
管
理
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
102）

　
平
成
28年
１
月
か
ら
，
配
架
し
て
い

る
図
書
を
整
理
し
，目
録
を
作
成
し
た
。

84
Ｈ
．
畜
産
試
験
場

　
12 ．
電
子
記
録
媒

体
（
USB

メ
モ

リ
）
の
台
帳
管

理
の
徹
底

【
指
摘
】

　
網
羅
的
な
管
理
台
帳
の
整
備
を
行
う

と
と
も
に
，
適
宜
更
新
の
上
最
新
の
台

帳
に
よ
る
管
理
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
103）

　
平
成
27年
７
月
か
ら
，
電
子
記
録
媒

体
（
U
SB
メ
モ
リ
）
の
管
理
台
帳
を

整
備
し
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。

85
Ｈ
．
畜
産
試
験
場

　
13 ．
電
子
記
録
媒

体
（
USB

メ
モ

リ
）
の
使
用
目

的
及
び
使
用
期

間
の
見
直
し

【
意
見
】

　
情
報
を
紛
失
す
る
リ
ス
ク
を
低
下
さ

せ
る
観
点
か
ら
，
物
理
的
に
容
易
に
情

報
を
持
ち
出
せ
る
状
況
は
な
る
べ
く
避

け
る
べ
き
で
あ
る
。
使
用
目
的
に
照
ら

し
不
要
な
期
間
が
あ
れ
ば
適
宜
返
却

し
，
必
要
な
場
合
の
み
貸
与
を
受
け
る

形
が
望
ま
れ
る
。

　
な
お
，
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
目
的
で
の
使

用
は
控
え
た
方
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
103）

　
平
成
28年
３
月
か
ら
，
電
子
記
録
媒

体
（
U
SB
メ
モ
リ
）
は
必
要
な
場
合

の
み
の
貸
出
し
と
し
，
貸
出
し
の
際
に

使
用
目
的
・
期
間
等
の
確
認
を
実
施
し

て
い
る
。

86
Ｉ
 ．
林
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
４
 ．
研
修
の
満
足

度
調
査
の
実
施

と
文
書
化

【
意
見
】

　
実
施
し
た
研
修
を
自
己
評
価
す
る
と

と
も
に
，
次
回
の
研
修
に
向
け
て
改
善

す
べ
き
点
が
な
い
か
を
把
握
す
る
た
め

に
有
用
な
情
報
と
な
る
の
で
，
受
講
者

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
回
取
り
，
そ

の
結
果
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
ま
た
，
受
講
者
か
ら
の
意
見
・
要
望

等
の
聞
き
取
り
内
容
は
記
録
に
残
し
，

活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
110）

　
研
修
実
施
の
際
に
は
，
受
講
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
た
が
，
一
部
実
施
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
，
全
て
の
研
修
に
お
い
て
受
講

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
，
研
修
内
容

の
改
善
の
参
考
と
し
て
い
る
。

87
Ｉ
 ．
林
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
不
正
使
用
の
防
止
・
発
見
の
た
め
に

は
，
領
収
証
綴
り
自
体
の
受
払
管
理
簿
　
受
払
管
理
簿
を
作
成
し
，
使
用
の
度

に
管
理
者
が
確
認
印
を
押
印
し
て
確
認

　
７
 ．
領
収
証
の
管

理
　
　
⑴
 　
領
収
証
綴

り
の
管
理
台

帳
の
作
成

【
指
摘
】

を
作
成
し
て
，
金
庫
に
保
管
さ
れ
て
い

る
べ
き
領
収
証
綴
り
の
冊
数
を
把
握
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
最
低
年

１
回
程
度
は
発
行
者
の
上
席
者
が
領
収

証
綴
り
の
保
管
状
況
を
確
認
し
，
確
認

し
た
証
跡
を
残
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
112）

す
る
こ
と
と
し
，
金
庫
内
の
在
庫
の
確

認
も
行
う
よ
う
改
善
し
た
。

88
Ｉ
 ．
林
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
７
 ．
領
収
証
の
管

理
　
　
⑵
 　
連
番
管
理

の
徹
底

【
指
摘
】

　
不
正
使
用
の
防
止
・
発
見
の
た
め
に

は
，
使
用
開
始
前
で
あ
る
購
入
時
に
全

て
の
領
収
証
綴
り
の
領
収
書
に
連
番
を

記
入
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
上
で
，
領

収
書
綴
り
１
冊
を
全
て
使
用
し
た
と
き

は
，
発
行
者
の
上
席
者
が
連
番
に
抜
け

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
，
確
認
し
た
証

跡
を
残
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
112）

　
新
た
に
連
番
入
り
の
領
収
証
に
改

め
，
連
番
抜
け
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て

も
管
理
者
が
使
用
の
度
に
確
認
印
を
押

印
し
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

89
Ｉ
 ．
林
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
７
 ．
領
収
証
の
管

理
　
　
⑶
 　
書
き
損
じ

等
の
仕
損
処

理
【
指
摘
】

　
領
収
証
の
不
正
使
用
を
防
止
す
る
た

め
に
，
仕
損
処
理
を
徹
底
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
ま
た
，
領
収
証
不
正
使
用
防
止
の
た

め
，
仕
損
と
な
っ
た
領
収
証
も
保
管
を

徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
112）

　
領
収
証
の
仕
損
処
理
は
，
財
務
規
則

に
お
い
て
斜
線
朱
書
き
及
び
「
廃
棄
」

と
記
載
の
上
，
使
用
済
み
の
領
収
証
と

同
様
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨

定
め
ら
れ
て
お
り
，
こ
れ
に
従
っ
た
処

理
を
行
う
よ
う
に
改
善
し
た
。

90
Ｉ
 ．
林
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
７
 ．
領
収
証
の
管

理
　
　
⑷
 　
未
交
付
領

収
証
の
仕
損

処
理

【
指
摘
】

　
不
正
使
用
防
止
の
た
め
に
未
交
付
と

な
っ
た
領
収
証
は
仕
損
処
理
す
る
必
要

が
あ
る
。

（
Ｐ
112）

　
未
交
付
と
な
っ
た
領
収
証
に
つ
い
て

も
，
仕
損
処
理
を
行
う
よ
う
に
し
た
。

91
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
当
研
究
機
関
の
活
動
計
画
を
積
極
的

に
発
信
し
，
県
民
の
理
解
を
推
進
す
る
　
推
進
構
想
に
基
づ
き
平
成
28年
度
水

産
関
係
試
験
研
究
計
画
を
策
定
し
，
予
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１
 ．
年
度
計
画
の

公
表
と
収
支
予

算
の
記
載

【
意
見
】

た
め
に
は
，
年
度
計
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま

た
，
年
度
計
画
に
は
収
支
予
算
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
が
，
収
支
予
算
は
各
試

験
研
究
機
関
の
運
営
の
た
め
の
県
民
負

担
額
で
あ
り
，
極
め
て
重
要
な
情
報
で

あ
り
，
年
度
計
画
に
は
各
試
験
研
究
機

関
の
収
支
予
算
を
掲
載
し
て
開
示
す
べ

き
で
あ
る
。

（
Ｐ
121）

算
額
と
共
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
。

92
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
２
 ．
活
動
実
績
の

積
極
的
な
公
表

【
意
見
】

　
当
研
究
機
関
の
活
動
実
績
を
積
極
的

に
発
信
し
，
県
民
の
理
解
を
推
進
す
る

た
め
に
は
，
業
務
年
報
を
作
成
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

　
ま
た
，
試
験
研
究
成
果
の
要
旨
を
取

り
ま
と
め
た
各
年
度
の
要
旨
集
を
適
時

に
発
行
し
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
論
文
は
積
極
的
な
情
報
開
示
と
い
う

観
点
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

広
く
県
民
等
に
公
表
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

　
当
研
究
機
関
の
基
本
計
画
で
あ
る

「
推
進
構
想
」
の
附
属
資
料
は
当
研
究

機
関
の
活
動
実
績
を
ま
と
め
た
有
用
な

情
報
で
あ
り
，
附
属
資
料
に
つ
い
て
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

　
最
後
に
，
収
支
決
算
額
は
当
研
究
機

関
の
運
営
の
た
め
の
県
民
負
担
額
で
あ

り
，
極
め
て
重
要
な
情
報
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
収
支
決
算
額
を
掲

載
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
121）

　
業
務
年
報
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
試

験
研
究
成
果
要
旨
集
を
作
成
す
る
。
平

成
24～
26年
度
版
の
試
験
研
究
成
果
要

旨
集
は
平
成
28年
３
月
に
発
行
し
た
。

平
成
27年
度
版
は
，
収
支
決
算
資
料
等

を
新
た
に
掲
載
し
て
，
平
成
29年
３
月

に
発
行
す
る
。

　
最
新
号
で
あ
る
「
宮
城
県
水
産
研
究

報
告
第
16号
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
。
ま
た
，
平
成
27年
度
試
験
研

究
成
果
要
旨
に
つ
い
て
は
，
平
成
29年

３
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

　
「
推
進
構
想
」
の
付
属
資
料
に
つ
い

て
は
，
追
加
掲
載
し
た
。

93
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
３
 ．
知
的
財
産
の

利
用
促
進
策

　
知
的
財
産
の
第
三
者
利
用
を
促
進

し
，
県
の
財
政
に
寄
与
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
知

的
財
産
関
係
項
目
を
掲
載
し
，
新
産
業

振
興
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し

て
，
当
セ
ン
タ
ー
及
び
他
の
県
機
関
分

【
意
見
】

（
Ｐ
122）

の
特
許
内
容
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

94
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

　
事
前
評
価
と
事
後
評
価
の
両
方
を
適
　
平
成
27年
度
か
ら
年
２
回
開
催
す
る

　
  　
セ
ン
タ
ー

　
４
 ．
水
産
業
関
係

試
験
研
究
機
関

評
価
部
会
の
事

後
評
価
の
実
施

時
期

【
意
見
】

時
に
実
施
す
る
た
め
に
は
，
評
価
部
会

の
開
催
を
年
１
回
と
す
る
の
で
は
な

く
，
他
の
試
験
研
究
機
関
と
同
様
に
年

２
回
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
，
翌
年
度

の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
事
後
評
価

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
122）

よ
う
に
変
更
し
て
，
平
成
26年
度
終
了

事
業
の
事
後
評
価
は
予
定
を
前
倒
し
し

て
平
成
27年
12月
に
，
平
成
28年
度
新

規
事
業
の
事
前
評
価
及
び
平
成
27年
度

終
了
事
業
の
事
後
評
価
は
平
成
28年
３

月
に
実
施
し
た
。
な
お
，
平
成
28年
度

終
了
事
業
の
事
後
評
価
は
平
成
29年
５

月
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

95
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
５
 ．
水
産
業
関
係

試
験
研
究
機
関

評
価
部
会
の
機

関
評
価
の
実
施

時
期

【
指
摘
】

　
研
究
課
題
の
評
価
は
平
成
24年
度
に

は
再
開
し
，
そ
の
後
は
毎
年
実
施
し
て

お
り
，
合
わ
せ
て
機
関
評
価
も
実
施
す

べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
評
価
指
針
の
趣
旨
を
達
成
す
る
た

め
，
速
や
か
に
機
関
評
価
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
122）

　
平
成
28年
７
月
に
，
機
関
評
価
を
実

施
し
た
。

96
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
６
 ．
商
品
引
渡
し

前
で
の
売
買
契

約
の
締
結

【
指
摘
】

　
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
稚
貝
売
却
時
に
は
引
渡

し
前
に
契
約
を
締
結
す
る
と
い
う
契
約

締
結
ル
ー
ル
を
明
確
化
し
，
そ
れ
に
基

づ
き
事
務
処
理
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
123）

　
稚
貝
売
却
等
の
年
間
計
画
の
情
報
は

関
係
職
員
で
共
有
し
，
売
買
事
案
に
つ

い
て
は
所
内
連
絡
調
整
会
議
に
諮
り
，

関
係
職
員
が
契
約
関
係
に
つ
い
て
も

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体
制
を
と
り
，
関
係

規
程
を
遵
守
し
，
適
正
な
事
務
処
理
に

努
め
て
い
る
。

97
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
７
 ．
請
求
書
，
納

品
書
の
日
付
の

記
載
漏
れ

【
指
摘
】

　
業
者
に
対
し
，
請
求
書
，
納
品
書
に

は
日
付
を
記
載
す
る
よ
う
指
導
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
，
日
付
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
請
求
書
，
納
品
書
が
提
出
さ
れ

た
場
合
に
は
日
付
を
記
載
の
上
再
提
出

す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｐ
124）

　
納
品
書
と
請
求
書
を
同
時
に
持
参
す

る
業
者
に
つ
い
て
は
，
検
品
後
，
必
ず

業
者
が
月
日
を
記
入
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
宅
配
等
で
納
品
す
る
業
者
に
つ
い
て

は
，
日
付
未
記
入
場
合
は
，
記
入
し
た

も
の
を
再
提
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し

た
。

98
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
８
 ．
庁
舎
清
掃
業

務

　
委
託
業
者
が
契
約
に
定
め
ら
れ
た
清

掃
を
実
施
し
，
当
研
究
機
関
が
そ
れ
を

確
認
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
，

委
託
業
者
に
対
し
，
業
務
実
施
報
告
書

　
関
係
規
程
及
び
委
託
契
約
書
に
基
づ

き
，
受
託
者
か
ら
業
務
実
施
報
告
書
の

提
出
を
受
け
，
履
行
確
認
を
し
て
か
ら

支
出
す
る
こ
と
を
徹
底
す
る
。
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⑴
 　
業
務
実
施

報
告
書
の
提

出
【
指
摘
】

の
提
出
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
Ｐ
125）

99
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
８
 ．
庁
舎
清
掃
業

務
　
　
⑵
 　
書
面
に
よ

る
再
委
託
の

承
認

【
指
摘
】

　
再
委
託
等
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
委

託
の
項
目
を
整
理
す
る
，
ま
た
は
，
業

務
の
性
質
上
分
類
が
困
難
で
，
か
つ
，

再
委
託
等
が
必
要
な
場
合
は
，
委
託
業

者
に
対
し
書
面
に
よ
り
承
諾
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

（
Ｐ
125）

　
契
約
書
に
お
い
て
，
再
委
託
の
禁
止

及
び
再
委
託
が
必
要
な
場
合
の
手
続
き

を
明
確
に
す
る
。
ま
た
，
入
札
段
階
で

の
仕
様
書
に
も
再
委
託
が
必
要
な
場
合

の
手
続
き
を
明
記
し
た
。

100
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
９
 ．
業
務
完
了
届

出
書
の
提
出

【
指
摘
】

　
仕
様
書
に
定
め
る
と
お
り
，
委
託
業

者
に
対
し
警
備
状
況
報
告
書
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｐ
125）

　
契
約
書
に
記
載
の
と
お
り
，
毎
月
警

備
状
況
報
告
書
の
提
出
を
受
け
，
支
払

い
の
際
は
こ
れ
ら
の
警
備
状
況
を
確
認

し
て
支
出
す
る
こ
と
を
徹
底
す
る
。

101
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
10 ．
備
品
整
理
票

の
添
付
の
徹
底

【
指
摘
】

　
適
正
な
備
品
管
理
お
よ
び
照
合
に
資

す
る
た
め
，
備
品
整
理
票
は
可
能
な
限

り
添
付
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
126）

　
備
品
の
一
部
に
備
品
整
理
票
が
な

か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
，
す
で
に
整

理
票
を
貼
付
し
た
。
な
お
，
指
摘
が

あ
っ
た
応
接
用
椅
子
と
冊
子
「
沿
岸
の

環
境
圏
」
は
津
波
で
流
失
し
た
も
の

で
，
す
で
に
必
要
な
事
務
処
理
を
完
了

し
た
。

102
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
11 ．
備
品
台
帳
に

よ
る
財
産
管
理

の
徹
底

【
指
摘
】

　
適
正
な
備
品
管
理
に
資
す
る
た
め
、

備
品
台
帳
は
正
確
に
記
載
を
行
い
，
適

切
に
更
新
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
126）

　
津
波
に
よ
る
流
失
や
震
災
に
よ
り
廃

棄
処
分
し
た
も
の
も
多
く
，
備
品
台
帳

と
不
整
合
が
あ
っ
た
が
，
平
成
29年
１

月
末
日
に
備
品
台
帳
を
整
備
し
た
。
今

後
は
再
照
合
及
び
定
期
の
照
合
を
確
実

に
実
施
し
，
規
程
等
に
則
っ
た
適
正
管

理
に
努
め
て
い
く
。

103
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
12 ．
備
品
の
照
合

確
認
の
実
施

【
指
摘
】

　
規
則
に
準
拠
し
て
，
適
切
な
照
合
確

認
お
よ
び
報
告
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
（
Ｐ
127）

　
今
後
は
，
規
程
に
基
づ
き
定
期
的
に

現
物
の
確
認
を
行
う
な
ど
適
正
管
理
に

努
め
て
い
く
。

104
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

　
少
額
で
あ
っ
て
も
，
図
書
も
県
の
財
　
図
書
の
適
正
な
管
理
を
目
的
に
「
宮

　
 セ
ン
タ
ー

　
13 ．
図
書
の
管
理

の
徹
底

【
指
摘
】

産
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
資
産
管
理

は
重
要
で
あ
る
。
適
切
な
貸
出
管
理
お

よ
び
在
庫
管
理
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
127）

城
県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
管

理
規
程
」
を
平
成
28年
９
月
に
策
定
し

た
。
今
後
は
，
こ
の
規
程
に
基
づ
き
，

本
所
と
２
支
所
，
付
属
施
設
，
漁
業
調

査
指
導
船
に
お
け
る
図
書
の
在
庫
管
理

等
適
切
に
行
っ
て
い
く
。

105
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
14 ．
毒
劇
物
保
管

庫
の
鍵
の
管
理

の
徹
底

【
指
摘
】

　
毒
劇
物
に
よ
る
危
害
の
防
止
等
を
図

る
た
め
に
も
，
毒
劇
物
保
管
庫
の
鍵
の

管
理
は
重
要
で
あ
る
。
鍵
貸
出
簿
の
運

用
は
厳
密
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
127）

　
「
宮
城
県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

毒
物
及
び
劇
物
管
理
規
程
」
の
遵
守
に

つ
い
て
全
所
員
に
注
意
喚
起
し
，
薬
品

の
使
用
量
及
び
残
重
量
は
必
ず
計
測
し

て
，
使
用
の
明
細
を
記
録
す
る
よ
う
徹

底
し
た
。
な
お
，
同
規
程
に
つ
い
て
，

施
設
増
等
に
伴
い
一
部
改
正
を
行
っ
た

（
平
成
28年
４
月
１
日
一
部
改
正
）。

106
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
15 ．
毒
劇
物
の
購

入
に
関
す
る
管

理
台
帳
作
成
の

徹
底
及
び
適
切

な
保
管

【
指
摘
】

　
毒
劇
物
に
よ
る
危
害
の
防
止
等
を
図

る
た
め
に
も
，
毒
劇
物
の
管
理
は
重
要

で
あ
る
。
管
理
台
帳
の
運
用
お
よ
び
決

め
ら
れ
た
保
管
庫
で
の
保
管
を
徹
底
す

べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
128）

　
毒
劇
物
管
理
台
帳
は
指
定
し
た
場
所

に
提
示
し
，
毒
劇
物
の
購
入
，
移
し
替

え
の
際
は
，
必
ず
毒
劇
物
管
理
責
任
者

が
，
毒
劇
物
管
理
台
帳
に
記
載
す
る
よ

う
改
め
て
徹
底
し
た
。
毒
劇
物
保
管
に

つ
い
て
，
保
管
庫
以
外
に
放
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
使
用
者
に
周

知
徹
底
す
る
と
と
も
に
，
毒
劇
物
管
理

責
任
者
が
常
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

107
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
16 ．
毒
劇
物
保
管

庫
の
施
錠
の
徹

底
【
指
摘
】

　
毒
劇
物
に
よ
る
危
害
の
防
止
等
を
図

る
た
め
に
も
，
毒
劇
物
保
管
庫
の
施
錠

は
重
要
で
あ
る
。
毒
劇
物
は
す
べ
て
施

錠
さ
れ
た
保
管
庫
に
保
管
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

（
Ｐ
128）

　
施
錠
さ
れ
て
い
な
い
保
管
庫
に
格
納

し
て
あ
っ
た
毒
劇
物
に
つ
い
て
は
，
速

や
か
に
施
錠
機
能
の
あ
る
毒
劇
物
保
管

庫
に
移
し
，
同
時
に
毒
劇
物
管
理
台
帳

に
記
載
し
数
量
等
を
確
認
し
た
。
現
在

は
，
指
定
す
る
保
管
庫
へ
の
保
管
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
，
保
管
庫
の
鍵
は
毒

劇
物
管
理
責
任
者
が
厳
密
に
管
理
し
て

い
る
。

108
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
毒
劇
物
に
よ
る
危
害
の
防
止
等
を
図

る
た
め
に
も
，
毒
劇
物
の
管
理
は
重
要
　
一
部
遺
漏
の
あ
っ
た
毒
劇
物
管
理
台

帳
へ
の
記
載
に
つ
い
て
，
確
認
の
上
補
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17 ．
毒
劇
物
の
使

用
に
関
す
る
管

理
台
帳
作
成
の

徹
底

【
指
摘
】

で
あ
る
。
管
理
台
帳
の
運
用
は
厳
密
に

行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
128）

正
す
る
と
と
も
に
，
改
め
て
，
毒
劇
物

管
理
責
任
者
に
対
し
て
毒
劇
物
購
入
の

際
の
毒
劇
物
管
理
台
帳
へ
の
記
載
や
，

移
し
替
え
の
際
に
は
必
ず
薬
品
の
重
量

を
計
測
し
て
記
載
す
る
な
ど
適
正
な
取

り
扱
い
に
つ
い
て
指
導
を
徹
底
し
た
。

109
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
18 ．
毒
劇
物
の
実

地
た
な
卸
の
徹

底
【
指
摘
】

　
毒
劇
物
に
よ
る
危
害
の
防
止
等
を
図

る
た
め
に
も
，
毒
劇
物
の
現
物
管
理
は

重
要
で
あ
る
。
定
期
的
な
現
物
確
認
は

徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
128）

　
規
程
に
基
づ
き
四
半
期
毎
に
現
物
確

認
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
，
毒
劇

物
管
理
台
帳
及
び
保
管
庫
鍵
貸
出
簿
に

次
回
の
た
な
卸
し
予
定
日
を
明
記
し
，

現
物
確
認
の
確
実
な
実
施
と
関
係
者
へ

の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

110
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
19 ．
毒
劇
物
保
管

容
器
へ
の
管
理

番
号
の
表
示
の

徹
底

【
指
摘
】

　
毒
劇
物
に
よ
る
危
害
の
防
止
等
を
図

る
た
め
に
も
，
毒
劇
物
の
現
物
管
理
は

重
要
で
あ
る
。
容
器
へ
の
管
理
番
号
の

表
示
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
129）

　
規
程
に
基
づ
き
，
全
て
の
容
器
又
は

被
包
に
管
理
番
号
を
表
示
し
た
。

111
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
20 ．
毒
劇
物
の
実

地
た
な
卸
時
の

確
認
単
位
の
見

直
し

【
指
摘
】

　
毒
劇
物
に
よ
る
危
害
の
防
止
等
を
図

る
た
め
に
は
，
容
器
の
本
数
単
位
で
の

数
量
確
認
で
は
不
十
分
で
，
グ
ラ
ム
単

位
あ
る
い
は
リ
ッ
ト
ル
単
位
で
の
数
量

確
認
が
必
要
と
考
え
る
。

（
Ｐ
129）

　
た
な
卸
し
（
現
物
確
認
）
の
際
は
，

未
開
封
の
も
の
を
除
き
，
薬
品
の
重
量

ま
た
は
容
量
を
測
定
し
て
管
理
し
た
。

112
Ｊ
 ．
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー

　
21 ．
電
子
記
録
媒

体
（
USB

メ
モ

リ
）
管
理
台
帳

の
作
成

【
指
摘
】

　
当
研
究
機
関
が
使
用
し
て
い
る
U
SB

メ
モ
リ
に
つ
い
て
は
，
漏
れ
な
く
管
理

す
る
体
制
を
構
築
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
129）

　
所
内
で
使
用
す
る
U
SB
メ
モ
リ
は
，

平
成
18年
９
月
１
日
付
け
宮
城
県
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
本
部
長
通
知
に
基

づ
き
，
私
有
物
の
業
務
利
用
が
な
い
よ

う
に
管
理
を
徹
底
す
る
。

　
公
用
U
SB
メ
モ
リ
は
，
同
通
知
に

基
づ
き
管
理
台
帳
を
作
成
し
，
管
理
し

て
い
る
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
9
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
７
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
財
政
的
援
助
団
体
等
の
監
査

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
29年
３
月
31日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
齋
　
　
藤
　
　
正
　
　
美
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

１
　
監
査
実
施
団
体
及
び
監
査
実
施
年
月
日
並
び
に
事
業
概
要
等
　

　
　
下
記
２
の
と
お
り
。

２
　
監
査
結
果

　
 　
平
成
27年
度
の
出
納
そ
の
他
の
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
が

あ
っ
た
場
合
に
は
，「
監
査
の
結
果
等
」
の
欄
に
記
載
し
ま
し
た
。
ま
た
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
各

団
体
に
注
意
を
し
ま
し
た
。

団
　
体
　
名

実
施
年
月
日

監
　
査
　
の
　
結
　
果
　
等

公
立
大
学
法
人

宮
城
大
学

28．
11．
18
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
地
方
独
立
行
政
法
人
法
に
基
づ
く
大
学
の
設
置
運
営
，
公
開
講

座
に
よ
る
学
習
機
会
の
提
供
，
研
究
成
果
の
普
及
・
活
用
事
業
等

を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
15,515,895,651円

（
出
資
割
合
100.0％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学
施
設
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
等

 
1,848,347円

　
〔
交
付
金
〕

　
　
公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学
運
営
費
交
付
金
 
2,333,633,630円

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。　

宮
城
県
土
地
開
発
公
社

29．
１
．
13
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
，
公
共
用
地

等
の
取
得
，
管
理
，
処
分
及
び
工
業
団
地
の
造
成
等
を
行
っ
て
い

る
。
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２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
50,000,000円

（
出
資
割
合
100.0％

）
　
〔
負
担
金
〕

　
　
地
方
公
共
団
体
関
係
団
体
共
済
組
合
県
負
担
金
 
1,797,189円

　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
27年
度
末
残
高
 
2,668,000,000円

　
〔
債
務
保
証
〕

　
　
債
務
保
証
契
約
に
係
る
平
成
27年
度
末
借
入
金
残
高

 
2,822,850,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
環
境
事
業
公
社
28．
11．
８
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
県
内
よ
り
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
埋
立
処
分
の
実
施
，
処
分

場
の
維
持
管
理
及
び
循
環
型
社
会
形
成
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
50,000,000円

（
出
資
割
合
33.3％

）
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

社
会
福
祉
法
人

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議

会

29．
１
．
17
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
社
会
福
祉
事
業
の
企
画
・
調
査
・
普
及
等
，
社
会
福
祉
法
に
基

づ
く
第
一
種
及
び
第
二
種
事
業
，
社
会
福
祉
事
業
従
事
職
員
の
養

成
・
研
修
，
そ
の
他
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
し
た
各
種
事
業

を
行
う
ほ
か
，
宮
城
県
船
形
コ
ロ
ニ
ー
等
の
指
定
管
理
業
務
を

行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
10,000,000円

（
出
資
割
合
90.9％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
等
 

348,347,129円
　
〔
負
担
金
〕

　
　
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会
負
担
金
等
 

227,538円
　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
船
形
コ
ロ
ニ
ー
 

1,191,712,180円
　
　
宮
城
県
七
ツ
森
希
望
の
家
 

107,672,878円
　
　
宮
城
県
啓
佑
学
園
 

304,069,393円

　
　
宮
城
県
第
二
啓
佑
学
園
 

209,995,573円
　
　
宮
城
県
援
護
寮
 

69,423,248円
　
　
宮
城
県
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
 

33,200,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
⑴
 　
緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
多
額
の
長

期
未
収
金
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き
改
善
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

　
⑵
 　
財
産
の
管
理
に
お
い
て
，
目
的
以
外
に
使
用
し
て
い
る
も
の

が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

地
方
独
立
行
政
法
人

宮
城
県
立
病
院
機
構

28．
11．
15
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
県
立
３
病
院
を
運
営
し
，
高
度
・
専
門
医
療
を
提
供
す
る
と
と

も
に
，
県
内
に
お
け
る
医
療
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
，
医
療
に

関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
174,353,108円

（
出
資
割
合
100.0％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
機
能
強
化
事
業
費
補
助
金
等

 
19,214,000円

　
〔
負
担
金
〕

　
　
運
営
費
負
担
金
 

4,120,146,311円
　
〔
貸
付
金
〕

　
　
短
期
貸
付
金
 

500,000,000円
　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
27年
度
末
残
高
 
8,734,386,577円

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

み
や
ぎ
産
業
振
興
機
構
29．
１
．
11
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
中
小
企
業
等
の
経
営
革
新
及
び
創
業
の
促
進
並
び
に
経
営
基
盤

強
化
等
を
図
る
た
め
，
中
小
企
業
の
販
路
開
拓
，
人
材
育
成
等
の

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
1,776,776,000円

（
出
資
割
合
74.6％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
補
助
金
等
 
359,714,205円

　
〔
負
担
金
〕

　
　
産
学
官
連
携
フ
ェ
ア
み
や
ぎ
共
催
負
担
金
 

200,000円
　
〔
貸
付
金
〕
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短
期
貸
付
金
 

435,000,000円
　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
27年
度
末
残
高
 
92,532,029,578円

　
〔
損
失
補
償
〕

　
　
損
失
補
償
契
約
に
係
る
平
成
27年
度
末
借
入
金
残
高

 
255,916,800円

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
国
際
化
協
会

29．
１
．
13
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
多
文
化
共
生
と
県
民
主
体
の
国
際
交
流
及
び
国
際
協
力
活
動
を

促
進
す
る
と
と
も
に
，
市
町
村
及
び
各
種
国
際
交
流
団
体
の
連
絡

調
整
や
援
助
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
750,000,000円

（
出
資
割
合
71.8％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
国
際
交
流
事
業
補
助
金
 

33,530,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
⑴
 　
理
事
会
で
の
承
認
等
が
必
要
と
な
る
重
要
な
取
引
に
お
い

て
，
適
正
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ

た
の
で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑵
 　
一
般
正
味
財
産
増
減
額
が
６
期
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
た
の
で
，
運
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
財
団
法
人

み
や
ぎ
産
業
交
流
セ
ン

タ
ー

29．
１
．
11
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
産
業
振
興
推
進
の
た
め
，
国
際
見
本
市
，
展
示
会
，
会
議
，
イ

ベ
ン
ト
，
大
会
等
の
開
催
及
び
産
業
情
報
の
提
供
等
の
諸
活
動
を

行
う
ほ
か
，
み
や
ぎ
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
を
利

用
料
金
制
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
900,000,000円

（
出
資
割
合
50.6％

）
　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
み
や
ぎ
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
 

0円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

株
式
会
社

仙
台
港
貿
易
促
進
セ
ン
28．
11．
９
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
貿
易
促
進
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
等
の
た
め
，
仙
台
国
際

タ
ー

　
  貿
易
港
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
賃
貸
事
業
及
び
社
有
地
の
貸
付
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
710,000,000円

（
出
資
割
合
32.5％

）
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
期
末
に
お
い
て
，
累
積
欠
損
金
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続

き
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

公
益
財
団
法
人

翠
生
農
学
振
興
会

28．
11．
18
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
農
水
産
業
及
び
食
産
業
の
育
成
発
展
を
図
る
た
め
，
農
学
に
関

す
る
研
究
成
果
や
農
学
情
報
の
提
供
，
農
学
研
究
者
等
に
対
す
る

助
成
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
35,000,000円

（
出
資
割
合
35.0％

）
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
も
の
の
，
下
記
「
３
　
監

査
意
見
」
の
と
お
り
，
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直

し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

一
般
社
団
法
人

宮
城
県
畜
産
協
会

28．
11．
24
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
畜
産
経
営
の
安
定
的
発
展
及
び
畜
産
振
興
の
た
め
，
畜
産
業
を

営
む
者
の
経
営
及
び
畜
産
業
を
営
む
者
が
組
織
す
る
団
体
の
運
営

指
導
，家
畜
管
理
等
の
技
術
的
支
援
，畜
産
物
の
価
格
安
定
対
策
・

品
質
改
善
指
導
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
147,500,000円

（
出
資
割
合
57.5％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
肉
用
牛
価
格
安
定
対
策
事
業
補
助
金
等
 

31,600,100円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

み
や
ぎ
林
業
活
性
化
基

金

29．
１
．
24
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
･
増
進
を
図
る
た
め
，
森
林
の
適

正
な
管
理
に
関
す
る
啓
発
指
導
，
就
労
条
件
改
善
対
策
事
業
及
び

林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事
業
等
を
行
っ
て
い

る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容
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〔
出
資
金
〕

　
　
250,000,000円

（
出
資
割
合
49.9％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
森
林
整
備
担
い
手
対
策
基
金
事
業
補
助
金
等
 
13,737,022円

３
　
監
査
の
結
果

　
⑴
 　
正
味
財
産
増
減
計
算
書
に
お
い
て
，
指
定
正
味
財
産
増
減
の

部
に
計
上
す
べ
き
基
本
財
産
評
価
損
益
等
が
投
資
有
価
証
券
評

価
損
益
等
と
し
て
経
常
増
減
の
部
に
計
上
さ
れ
て
い
た
も
の
が

認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑵
 　
一
般
正
味
財
産
増
減
額
が
３
期
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
た
の
で
，
運
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑶
 　
財
務
諸
表
に
お
い
て
，
計
数
，
勘
定
科
目
が
著
し
く
不
適
正

な
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き
改
善
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
フ
ェ
リ
ー
埠
頭

公
社

28．
11．
９
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
仙
台
塩
釜
港
に
お
け
る
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
の
建
設
，
改
良
及
び
維

持
管
理
に
関
す
る
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
20,000,000円

（
出
資
割
合
100.0％

）
　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
27年
度
末
残
高
 

249,507,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

仙
台
空
港
鉄
道

株
式
会
社

28．
11．
８
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
鉄
道
事
業
法
に
基
づ
く
第
一
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
，
仙
台
空

港
ア
ク
セ
ス
線
の
運
行
・
管
理
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
3,769,000,000円

（
出
資
割
合
52.9％

）
　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
27年
度
末
残
高
 
7,709,000,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
期
末
に
お
い
て
，
累
積
欠
損
金
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続

き
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
29．
１
．
17
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
を
図
る
た

財
団

　
 め
，
各
種
振
興
事
業
，
啓
蒙
普
及
事
業
を
行
う
ほ
か
，
宮
城
県
総

合
運
動
公
園
等
の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
250,000,000円

（
出
資
割
合
50.0％

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
自
転
車
競
技
場
運
営
管
理
費
補
助
事
業
補
助
金
等

 
12,495,252円

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
総
合
運
動
公
園
 

576,886,000円
　
　
宮
城
県
宮
城
野
原
公
園
総
合
運
動
場
 

13,544,000円
　
　
宮
城
県
第
二
総
合
運
動
場
 

60,171,000円
　
　
　
（
３
施
設
と
も
共
同
企
業
体
の
一
員
）

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

一
般
社
団
法
人

み
や
ぎ
医
療
福
祉
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

28．
12．
20
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
地
域
医
療
福
祉
情
報
の
電
子
化
・
共
有
化
の
促
進
及
び
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
関
す
る
研
究
や
技
術
開
発
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
医
療
連
携
情
報
基
盤
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
整
備
事
業
補
助
金
等

 
413,702,504円

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

宮
城
県
商
工
会
連
合
会

28．
12．
15
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
各
地
区
商
工
会
の
相
談
，
指
導
及
び
連
絡
調
整
を
行
い
，
商
工

業
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助
金
 

1,498,945,477円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

株
式
会
社

東
北
ダ
イ
ケ
ン

28．
12．
13
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
等
を
行
っ
て
お
り
，
加
瀬
沼
公

園
等
の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
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２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
加
瀬
沼
公
園
 

20,000,000円
　
　
仙
台
港
多
賀
城
地
区
緩
衝
緑
地
 

29,134,000円
　
　
仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区
港
湾
環
境
整
備
施
設
 
11,923,000円

　
　
（
中
央
公
園
及
び
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
）

　
　
岩
沼
海
浜
緑
地
 

17,000,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

水
ing株

式
会
社

29．
1．
17

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
環
境
衛
生
施
設
や
公
害
防
止
プ
ラ
ン
ト
等
の
維
持
管
理
業
務
等

を
行
っ
て
お
り
，
阿
武
隈
川
下
流
流
域
下
水
道
施
設
の
指
定
管
理

業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
阿
武
隈
川
下
流
流
域
下
水
道
施
設
 

1,369,473,902円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
社
団
法
人

み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社

（
確
認
監
査
）

29．
１
．
24
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
，
農
地
保
有
合
理
化
，
農
畜
産

業
の
基
盤
整
備
及
び
生
産
支
援
，
優
良
種
子
・
種
苗
の
生
産
・
供

給
，
担
い
手
育
成
・
確
保
等
の
事
業
を
行
う
ほ
か
，
宮
城
県
岩
出

山
牧
場
の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
前
回
監
査
指
摘
事
項
の
内
容

　
⑴
 　
正
味
財
産
が
出
資
金
を
下
回
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
の

で
，
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑵
 　
牧
場
経
営
（
白
石
牧
場
，
牡
鹿
牧
場
）
の
改
善
が
図
ら
れ
て

い
な
い
と
認
め
ら
れ
た
の
で
，
抜
本
的
な
見
直
し
や
改
善
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

　
⑶
 　
農
地
保
有
合
理
化
事
業
及
び
Ｗ
Ｃ
Ｓ
収
穫
調
整
・
供
給
事
業

に
お
い
て
，
長
期
未
収
金
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き
適

切
な
債
権
管
理
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑷
 　
工
事
請
負
代
金
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
,

改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑸
 　
受
注
工
事
の
下
請
負
（
外
注
注
文
）
に
お
い
て
，
発
注
者
の

承
諾
を
得
な
い
で
工
事
を
請
け
負
わ
せ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た

の
で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑹
 　
立
替
金
に
お
い
て
，
不
明
瞭
な
事
務
処
理
が
認
め
ら
れ
た
の

で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
前
回
監
査
指
摘
事
項
に
つ
い
て
，
今
後
も
検
討
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
は
あ
る
が
，
概
ね
改
善
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す

べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

３
　
監
査
意
見

　
　
地
方
自
治
法
第
199条

第
10項
の
規
定
に
基
づ
き
，
次
の
と
お
り
監
査
意
見
を
付
す
。

　
⑴
　
所
管
課
　
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課

　
⑵
　
対
象
団
体
　
公
益
財
団
法
人
　
翠
生
農
学
振
興
会

　
⑶
　
意
見

　
　
 　
当
該
団
体
に
つ
い
て
は
，
平
成
27年
５
月
29日

付
け
農
振
第
184号

「
平
成
26年

度
財
政
的
援
助
団
体
等
監
査

意
見
に
係
る
対
応
に
つ
い
て
」
で
報
告
が
あ
っ
た
が
，
事
業
活
動
の
拡
充
，
実
施
体
制
の
改
善
，
収
入
確
保
策
の

改
善
と
も
に
改
善
の
方
向
性
と
し
て
は
評
価
で
き
る
も
の
の
，
改
善
策
の
実
行
状
況
は
十
分
と
は
言
い
難
い
状
況

に
あ
り
，
引
き
続
き
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
10号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
１
項
，
第
２
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
29年
１
月

か
ら
３
月
ま
で
に
実
施
し
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
係
る
定
期
監
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
29年
３
月
31日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
齋
　
　
藤
　
　
正
　
　
美
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
日

監
査
実
施
機
関
 

監
査
実
施
日
　
　
　

○
総
務
部

　
地
方
機
関

　
　
公
文
書
館
 

１
月
６
日

　
　
仙
台
南
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
仙
台
南
地
方
支
局
を
含
む
。） 

１
月
17日

　
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
仙
台
中
央
地
方
支
局
を
含
む
。） 

１
月
25日

　
　
仙
台
北
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
仙
台
北
地
方
支
局
を
含
む
。） 

１
月
13日
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北
部
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
北
部
地
方
支
局
を
含
む
。） 

１
月
18日

　
　
北
部
県
税
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
 

１
月
18日

　
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
気
仙
沼
地
方
支
局
を
含
む
。） 

２
月
８
日

○
環
境
生
活
部

　
地
方
機
関

　
　
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
 

１
月
12日

　
　
環
境
放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー
 

２
月
16日

○
保
健
福
祉
部

　
地
方
機
関

　
　
気
仙
沼
保
健
福
祉
事
務
所
 

２
月
７
日

　
　
中
央
児
童
相
談
所
 

２
月
２
日

　
　
北
部
児
童
相
談
所
 

１
月
18日

　
　
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
 

２
月
27日

　
　
さ
わ
ら
び
学
園
 

１
月
17日

　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
 

１
月
31日

○
経
済
商
工
観
光
部

　
地
方
機
関

　
　
大
阪
事
務
所
 

２
月
16日

　
　
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
 

１
月
19日

　
　
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
 

２
月
16日

　
　
北
部
地
方
振
興
事
務
所
 

１
月
18日

　
　
東
部
地
方
振
興
事
務
所
 

１
月
16日

　
　
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
 

２
月
７
日

　
　
白
石
高
等
技
術
専
門
校
 

２
月
28日

　
　
仙
台
高
等
技
術
専
門
校
 

２
月
24日

　
　
石
巻
高
等
技
術
専
門
校
 

３
月
２
日

○
農
林
水
産
部

　
地
方
機
関

　
　
仙
台
家
畜
保
健
衛
生
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
14日

○
土
木
部

　
地
方
機
関

　
　
大
河
原
土
木
事
務
所
 

１
月
27日

　
　
仙
台
土
木
事
務
所
 

２
月
14日

　
　
北
部
土
木
事
務
所
 

１
月
18日

　
　
東
部
土
木
事
務
所
 

１
月
24日

　
　
気
仙
沼
土
木
事
務
所
 

２
月
８
日

　
　
大
崎
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
 

３
月
２
日

○
教
育
庁

　
地
方
機
関

　
　
大
河
原
教
育
事
務
所
 

３
月
１
日

　
　
仙
台
教
育
事
務
所
 

２
月
10日

　
　
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
 

２
月
２
日

　
　
美
術
館
 

２
月
15日

　
　
松
島
自
然
の
家
 

１
月
24日

　
　
仙
台
第
一
高
等
学
校
 

１
月
24日

　
　
仙
台
第
二
高
等
学
校
 

１
月
25日

　
　
仙
台
第
三
高
等
学
校
 

３
月
６
日

　
　
角
田
高
等
学
校
 

１
月
27日

　
　
宮
城
第
一
高
等
学
校
 

３
月
８
日

　
　
仙
台
二
華
高
等
学
校
 

１
月
12日

　
　
仙
台
二
華
中
学
校
 

１
月
12日

　
　
仙
台
三
桜
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
石
巻
好
文
館
高
等
学
校
 

１
月
25日

　
　
古
川
黎
明
高
等
学
校
 

２
月
28日

　
　
古
川
黎
明
中
学
校
 

２
月
28日

　
　
岩
出
山
高
等
学
校
 

１
月
10日

　
　
涌
谷
高
等
学
校
 

３
月
６
日

　
　
岩
ケ
崎
高
等
学
校
 

２
月
27日

　
　
佐
沼
高
等
学
校
 

３
月
６
日

　
　
登
米
高
等
学
校
 

３
月
10日

　
　
中
新
田
高
等
学
校
 

２
月
27日

　
　
名
取
北
高
等
学
校
 

３
月
３
日
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泉
松
陵
高
等
学
校
 

３
月
６
日

　
　
仙
台
西
高
等
学
校
 

１
月
13日

　
　
泉
館
山
高
等
学
校
 

１
月
６
日

　
　
利
府
高
等
学
校
 

１
月
11日

　
　
石
巻
西
高
等
学
校
 

１
月
31日

　
　
仙
台
東
高
等
学
校
 

３
月
１
日

　
　
富
谷
高
等
学
校
 

１
月
25日

　
　
宮
城
野
高
等
学
校
 

３
月
９
日

　
　
蔵
王
高
等
学
校
 

３
月
９
日

　
　
迫
桜
高
等
学
校
 

１
月
10日

　
　
柴
田
農
林
高
等
学
校
 

１
月
10日

　
　
伊
具
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
加
美
農
業
高
等
学
校
 

２
月
16日

　
　
小
牛
田
農
林
高
等
学
校
 

２
月
16日

　
　
南
郷
高
等
学
校
 

２
月
27日

　
　
本
吉
響
高
等
学
校
 

２
月
23日

　
　
工
業
高
等
学
校
 

１
月
11日

　
　
石
巻
工
業
高
等
学
校
 

３
月
６
日

　
　
光
明
支
援
学
校
 

３
月
１
日

　
　
拓
桃
支
援
学
校
 

３
月
６
日

　
　
山
元
支
援
学
校
 

１
月
13日

　
　
金
成
支
援
学
校
 

１
月
13日

　
　
気
仙
沼
支
援
学
校
 

２
月
16日

　
　
古
川
支
援
学
校
 

２
月
２
日

　
　
支
援
学
校
小
牛
田
高
等
学
園
 

２
月
13日

　
　
利
府
支
援
学
校
 

１
月
31日

　
　
小
松
島
支
援
学
校
 

３
月
３
日

○
警
察
本
部

　
地
方
機
関

　
　
仙
台
中
央
警
察
署
 

２
月
15日

　
　
仙
台
南
警
察
署
 

１
月
25日

　
　
仙
台
北
警
察
署
 

３
月
８
日

　
　
仙
台
東
警
察
署
 

３
月
６
日

　
　
泉
警
察
署
 

３
月
３
日

　
　
岩
沼
警
察
署
 

１
月
16日

　
　
大
和
警
察
署
 

２
月
１
日

　
　
気
仙
沼
警
察
署
 

１
月
24日

　
　
佐
沼
警
察
署
 

１
月
10日

　
　
南
三
陸
警
察
署
 

１
月
10日

　
　
遠
田
警
察
署
 

１
月
13日

　
　
若
柳
警
察
署
 

１
月
23日

　
　
築
館
警
察
署
 

１
月
10日

　
　
加
美
警
察
署
 

２
月
28日

　
　
大
河
原
警
察
署
 

１
月
26日

　
　
白
石
警
察
署
 

１
月
16日

　
　
角
田
警
察
署
 

１
月
24日

　
　
亘
理
警
察
署
 

１
月
26日

２
　
監
査
結
果

　
 　
平
成
27年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14項
及
び
第
15項
の
規
定
の
趣
旨

に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
特
に
意
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
 　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
に

注
意
を
し
ま
し
た
。

　
⑴
　
仙
台
南
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

120,565,932円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

261,987,117円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

382,553,049円

　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

114,470,016円
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過
年
度
分
 

271,009,386円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

385,479,402円

　
⑵
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

941,910,857円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
1,175,622,329円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
2,117,533,186円

　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

915,028,595円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
1,471,741,520円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
2,386,770,115円

　
⑶
　
仙
台
北
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

149,641,506円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

163,979,491円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

313,620,997円

　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

116,736,889円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

226,450,056円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

343,186,945円

　
⑷
　
北
部
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

100,335,573円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

358,612,303円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

458,947,876円

　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

113,961,925円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

395,105,009円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

509,066,934円

　
⑸
　
北
部
県
税
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

23,007,630円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

59,529,522円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

82,537,152円

　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

22,605,363円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

65,706,244円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

88,311,607円

　
⑹
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

43,238,492円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

105,892,864円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

149,131,356円

　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

39,124,790円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

126,125,838円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

165,250,628円
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内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

〇
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

コ
イ
（
マ
ゴ
イ
及
び
ニ
シ
キ
ゴ
イ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
持
出
し
及
び
移
植
並
び
に
放
流
等
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　

 

会　

長　
　

小 

野 

寺　
　

秀　
　

也　
　
　

一　

指
示
の
内
容

　

１　

持
出
し
の
禁
止

　
　

 　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
、
コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

か
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
水
域
に
お
い
て
は
、
コ
イ
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
的
機
関
等
が
コ

イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
防
止
の
処
置
に
供
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

２　

移
植
の
制
限

　
　

 　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
、
コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
水
域
か
ら
コ
イ
を
移
植
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

３　

放
流
等
の
制
限

　
　

㈠ 　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
コ
イ
を
増
殖
等
の
目
的
で
放
流
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
そ
の
放
流
し
よ
う
と
す
る
コ
イ
に
つ
い
て
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
係
る
次
に
掲
げ

る
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

⑴　

汚
染
水
域
由
来
で
な
い
こ
と
。

　
　
　

⑵　

汚
染
水
域
由
来
の
コ
イ
と
水
を
介
し
て
の
接
点
が
な
い
こ
と
。

　
　
　

⑶　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰
性
が
確
認
さ
れ
た
コ
イ
群
で
あ
る
こ
と
。

　
　

㈡ 　

㈠
の
確
認
が
と
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
生
死
を
問
わ
ず
、
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面

に
遺
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

４　

適
用
除
外

　
⑺
　
気
仙
沼
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
 　
需
用
費
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
に
よ
る
遅
収
加
算
金
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に

対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
ガ
ス
料
金
の
支
払
い
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
遅
収
加
算
金
が
発
生
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
  　
１
件

　
　
　
　
・
遅
収
加
算
金
　
1,196円

　
⑻
　
仙
台
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
 　
賃
金
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
臨
時
職
員
の
賃
金
に
つ
い
て
，
支
給
定
日
を
過
ぎ
て
支
給
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
  １
件

　
　
　
　
・
支
給
額
　
162,783円

　
⑼
　
中
新
田
高
等
学
校

　
　
 　
報
酬
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
非
常
勤
職
員
の
報
酬
に
つ
い
て
，
支
給
定
日
を
過
ぎ
て
支
給
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
  ４
件

　
　
　
　
・
支
給
額
　
182,136円

　
⑽
　
利
府
高
等
学
校

　
　
 　
賃
金
に
お
い
て
，
支
給
額
の
誤
り
に
よ
る
一
部
金
額
の
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
件
数
　
　
  ２
件

　
　
　
・
正
支
給
額
　
171,261円

　
　
　
・
誤
支
給
額
　
145,276円

　
　
　
・
追
給
額
　
　
 25,985円

　
⑾
　
仙
台
北
警
察
署

　
　
 　
賃
金
に
お
い
て
，
支
給
額
の
誤
り
に
よ
る
一
部
金
額
の
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
件
数
　
　
  １
件

　
　
　
・
正
支
給
額
　
132,755円

　
　
　
・
誤
支
給
額
　
120,425円

　
　
　
・
追
給
額
　
　
 12,330円
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１
か
ら
３
ま
で
の
指
示
は
、
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い

も
の
と
す
る
。

二　

指
示
を
す
る
期
間

　
　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

指
示
を
す
る
区
域

　
　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
県
内
の
水
面
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